iStorage NS の共有領域を管理する 


3 iStorage NS の共有領域を管理する 


♦ シャドウ コピー 

♦ メールアドレスを設定する 

♦ ユーザーが{吏用できる容量を制限する 

♦ ファイルのあ張子で書き込みを制限する 

♦ ディスク使用状況のレポートを作成する 

♦ ファイルを分類管理する 

♦ 複数サーバーの共有フォルダーを統合する (DFS) 

♦ ディスクスペースを有効活用する 
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3.1 シヤドウコピー 

ユーザーがローカルのコンピューター上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に保存さ 
れるため、ゴミ箱を空にしない限り、削除したファイルを後から元に戻すことができます。しかし、ネッ 
トワーク経由でサーバー上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に残らないため、ファ 
イルを元の状態に戻すことができません。しかし、シャドウコピーサービスを利用すると、サーバー上に 
保存しているファイルを削除した場合、これらをある時点の状態まで戻すことが可能となります。 

シャドウコピーサービスは、ある時点でのボリュームの状態のコピーを保存しておく機能です。ユーザー 
がサーバー上のファイルを元の状態に戻したい場合、管巧者が復元操作を行なう必要はありません。クラ 
イアントコンピューターからネットワーク共有したサーバー上のファイルに巧してユーザー自身が復元操 
作を行なうことができます。 

シャドウコピーサービスはスケジューリング機能を持っていますので、ご巧用の環境やファイルの利用ホ 
をなどに基づいてシャドウコピーの作成をスケジューリングし、負荷のほい時間帯等のタイミングで自動 
的にシヤドウコピーを作成することができます。 
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3.1.1 ボリュームシャドウコピーの動作 

シャ ドウ コピーサービスは、サーバー 上の特定の ファイルに 巧して シャ ドウ コピーを 作成するのではなく、 
ボリ ューム 全体の シャ ドウ コピーを 作成します。 

シャドウコピーは、 最後に作成され たシャドウコピー からを更が あったブロックレベルのコピーを 作成し 
ます。 

シャドウコピーが巧用するディスクの最大サイズは、既定ではコピー巧象であるボリュームの10%に設定 
されています。シャドウコピーの使用ディスクを量が最大値に達した場合は、最も古いシャドウコピーが 
削除されます。また、1つのボリュームで作成されるシャドウコピーの最大数は64個ですので、ディスク 
巧用量が最大値に達していなくても、65個目のシャドウコピーが作成された場合、最も古いシャドウコピ 
一が削除されます。 


ファイルに設定されたアクセス許可も保持しますので、ファイルを復元した場合、な前と同じアクセス許 
可が割り当てられます。しかし、削除したファイルを復元する場合は、そのファイルには復元先フォルダ 
一の既定のアクセス許可が設定されます。 


r 


【注意】 


V 


シャドウコピーのデータは一時的なものと認識してください。シャドウコピーの使 
用ディスク容量が設定した最大ディスク容量に達した場合、もしくは、シャドウコ 
ピーの数が既定では65個に達した場合、最も古いシャドウコピーが削除されます。 
そのため、シャドウコピーを有効にしても通常のバックアップ作業は必要です。大 
切なデータについては、必ずバックアップソフトウエアを巧ってバックアップする 
ようにお願いします。 




J 


9 ^ 

【注意】 シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 

^ ぶ 
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3.1.2 シャドウコピーの設定 

シャドウコピーの設定を行なう陵、な下をみ定する必要がありますので、運用環境やファイルの利用状況 
などから事前に検討してください。 

• シャドウコピ'—を有効にするボリュ'—ム 
• シャドウコピ'—を保存するボリュ ■ —ム 
. シャドウコピーのために確保するディスク領域 
. シャドウコピー作成のスケジュール 

3.1.2.1 シャドウコピ'— を有効にするボリュ' ーム 

シャドウコピーは、データボリュームに巧して有効にしてください。システム領域を含むボリューム、仮 
想メモリのページングファイルや休止ファイルを含むボリュームでは、シャドウコピーを有効にしないで 
ください。 

シャドウコピーは NTFS ボリュームのみに対応しています。 FAT ボリュームでは動作しません。 

f . 、 

【注意】 共有フォルダーのシャドウコピーに巧用するボリュームを最適化（デフラグ） 

する場合、フォーマット時にクラスタアロケーションユニットサイズを 
16KB な上に設定してください。 

3.1.2.2 シャドウコピ'— を保存するボリュ' ーム 

シャドウコピーを保をするボリュームは、既定ではソースボリューム（コピー巧をのューザーデータが保 
存されているボリューム）と同じボリュームですが、同じサーバー上の別のボリュームに変更することが 
できます。例えば、シャドウコピーの対象ボリュームが F :¥ の場合、 G :¥ などの別のボリュームにシャド 
ウコピー保存のための専用ボリュームを作成することが可能です。 

【注意】 シャドウコピ ■ —を保存するボリュームを別ボリュームにを更するとパフォ' —マ 
ンスが向上します。更新量の多いファイルサーバーの場合は、このような運用 
をお勧めいたします。 
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3.1.2.3 シャドウコピーのためのディスク領域 

この領巧はシャドウコピーでバックアップするデータを格納する領域で、既定ではそのボリュームの10% 
が設をされます。シャドウコピーによるバックアップ量が増え、この領域の{ま用率が100%に達した場合 
は、新しいシャドウコピーのための空き領域を確保するため、古いシャドウコピーから順次自動で削除さ 
れます。したがって、そのボリュームに巧して更新される損を（更巧量）が多い場合や保持したい世代数を 
多く取りたい場合は、あらかじめその領域を増やす必要があります。 


3.1.2.4 シャドウコピー作成のスケジュール 

シャドウコピーはスケジューリング機能を持っているため、定期的にシャドウコピーを作成することがで 
きます。お客様の運用に合わせてスケジュールを設定してください。 

シャドウコピーを頻繁に作成すると、 ューザーが 必要とするバージョンのシャドウコピーを復元できる可 
能性が高くなります。しかし、1つのボリュームに作成できるシャドウコピーの数は既定では最大64個で 
すので、シャドウコピー作成の間隔を短くすると早い段階でシャドウコピーが削除されてしまう可能性が 
あります。また、作成されるシャドウコピー数が多いほどシャドウコピーによる消費ディスク領域も増え 
ますので、ご考慮ください。 


r -^ 

【注意】 シャドウコピーを作成する頻度の上限は、1時間につき1回までにしてください。 

ん ^ 
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3.1.3 シャドウコピーの設定手順 

シャドウコピーの設定画面はな下の手順で表示することができます。 

1. 管理者メニューの[共有と記憶巧の管巧]をクリックします。 



2. 下記の画面が開きますので、中央画面から[ボリューム]タブを選択し、巧象のボリュームぶを選択し 
[プロパティ]をクリックします。 



【注意】シャドウコピーはデータボリュームを対象とした機能です。したがって、システム領 
域を含むボリューム、および、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを 
含むボリュームを選択しないでください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. 下記ダイアログで [シヤ ドウコピー]タブを選択します。 



[ボリュームの選択]欄には、下記の情報が表示されます。巧をのボリュームを選択し、を操作ボタンをク 
リックしてください。 

•[ボリューム] 

シャ ドウ コピーサービスを 利用できる サーバー上のボリューム がすべて表示されます。 シャ ドウ コ 
ピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリューム のみで使用できます。 シヤ ドウ コピーを 管理 
するには、 ここでが 象の ボリュームを 選択して、実行する タスクを 選択します。 C ドライブや 
System Reserved ボリュームを 選択しないようにしてください。 

-[次回実行時刻] 

シャドウコピーサービスが有効な場合、次にシャドウコピーを作成する日時が表示されます。 

-[共有数] 

ボリュ' —ム上に存在する共有フオルダ ■ —の数が表示されます。 

-[巧用領域] 

シャ ドウコピーが現在使用しているディスク容量がボリュームごとに表示されます。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


また、ボリュームを選択後、下記のボタンをクリックして操作を行えます。 



[有効]ボタン 

選択したボリュームのシャドウコピーを作成し、スケジュールを有効にします。 

[無効]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールを無効にします。保存していたシャドウコピーはすべて削除さ 
れます。 

[設定]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールやシャドウコピーのための記憶域容量の設定を行ないます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


また、画面の下半分ではな下の操作が巧えます。 



. [選択した ボリュームのシャドウ コピー] 

保をされているシャドウコピー(作成された日時）の一覧が表示されます。 

-[今すぐ作成]ボタン 

選択したボリュームのシャドウコピーを手動で作成します。 

-吟すぐ削哟ボタン 

シャドウコピーの削除を行ないます。保存されているシャドウコピーの一覧から削除したいシャド 
ウコピーを選択し、[削除]ボタンをクリックしてください。 

-[元に戻す]ボタン 

シャドウコピーからボリュームの復元を行ないます。保存されているシャドウコピーの一覧から元 
に戻したいシヤドウコピーを選択し、[元に戻す]ボタンをクリックしてください。指をしたボリュ 
ーム全体を元の状態に戻します。 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


3.1.3.1 シャドウコピーの有効/無効 


シャドウコピーを有効にする場合は、[有効]ボタンをクリックしてください。 

阳翊ボタンを押すと、下記のような画面が表示されますので、表示内容を確認の上[はい]ボタンをクリ 
ックしてください。 


シャドウコピーのをめ ft 


シャドウ ] ピ—をを細こすると、巧走のスケジュールと i さちがほねれ、遇巧したポリュームのシャ 
阿 ] ピーが今すぐ’化がされます。 

ま要:巧ミの i さおま I / O 負荷げ音いサー"一には通していません。ほ用巧度げ音いサーバーじは、キ勤で 
シャドウ北一を補防し、シャドウ北一を実行しないボリューム上(こ i 己巧巧をお是してください。 


シャドウ北-の詳細ごいては、 CZ 鋭腮な してください。 
シャド0 コビーを ちな) (こします び？ 


厂今散このメッジをまモしねい做 

はい ( Y )] いいえ ( N ) 」 


[はい]ボタンを押すと、下記の処理が実行されます。 

. デフォルトのシャドウコピーの記憶巧の最大値（ボリュームサイズの10%)が設定されます。 

-選択したボリュームのシャドウコピーが1つ作成され、それに応じて使用領域が計算されます。 

-月曜から金曜までの午前7時と12時にシャドウコピーを作成するスケジュールが新規作成されま 
す。 

一旦作成されたスケジュールは、お客様の運用に応じて変更してください。 

シャドウコピーを無効にする場合は、[無劾]ボタンをクリックしてください。 

[無劾]ボタンを押すと、そのボリューム上に存在するすべてのシャドウコピー、およびシャドウコピーの 
スケジュールが削除されます。 
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3.1.3.2 シャドウコピーの作成 

シャドウコピーの作成は、スケジューリングによる作成と手動での作成の2つの方法があります。手動で 
シャドウコピーを作成する場合は、シャドウコピー画面にて、巧をのボリュームを選択し、[今すぐ作成] 
ボタンをクリックしてください。スケジューリングによるシャドウコピーの作成については、本書の 
【3. 1.3. 3 スケジュ' —/レの設 を】で説明します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1.3.3 スケジュールの設定 

1. な下のシャドウコピー画面にて、巧象のボリュームを選択し、[設定]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. な下の画面が表示されるので [スケジュール] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. な下のスケジュールの設を画面が表示されます。 



最上段のドロップダウンリストが、現在選択中のスケジュールです。複数のスケジュールが存在する場合、 
化のスケジュールに表示を切り替えることができます。 


D ザ 


スケジュール 
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iStorage NS の共有領域を管 S する 


スケジュールの 設を画面では次の操作を行なうことができます。 


1) 新規 

新規にスケジュールを作成する場合は、[巧規]ボタンをクリックし、シャドウコピー作成を開始する 
日時と、頻度を指定してください。 

2) 削除 

[削除]ボタンをクリックすると、現在選択しているスケジュールを削除します。 

3) 修正 

表示されているスケジュールの項目を修正し、 [0 K ] ボタンをクリックすると、現在選択しているス 
ケジュールを修正します。 

4) 詳細設定 

[詳細設定]ボタンを押すと、下記のような[スケジュールオプションの詳細設定]が表示されます。 



【注意】 シャドウコピーの作成頻度は、1時間につき1回までにしてください。 
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3.1.3.4 シャドウコピーからの復元 

保存されている シャ ドウ コピーから、ファイル や フォルダーを 復元したい場合、 
. ボリュームのプロパティの[シャ ドウ コピー]タブからの 復元操作 
• ボリューム の プロパティの[な 前の バージョン] タブからの 復元操作 
があります。 

下記画面の[元に戻す]ボタンをクリックすると、ボリューム全体を復元します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


[元に戻す]ボタンを押すと下記のような警告が表示されます。確認の上、チェックボックスをチェックして、 
吟すぐ元に戻す]ボタンを押します。 



[な前のバージョン]タブから復元を行なう場合は、ボリューム単位ではなく、特定のファイルやフォルダー 
を選択し、復元することができます。 

詳細な復元手順は、本書の 【3.1.4 Windows クライアントからの復元 操作】 を参照してください。 
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3.1.3.5 シャドウコピー記憶域の設定 

下記の手順にて、シャドウコピー記憶域の最大ディスク容量の設定を行うことができます。 

1. シャドウコピー管巧画面にて、巧をのボリュームを選択し、瞬を]ボタンをクリックします。 
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2. な下の設定画面で、シャドウコピーの記憶域のボリューム、およびサイズを'変更できます。シャド 
ウコピーが巧用できる最大 ディスク 容量の既定値は、 ソース ボリュームのサイズの10%です。 この 
値は'変更することができますが、この値を大きくしても1つのボリュームに作成できるシャドウコ 
ピーは最大64個です。 



なお、上記の例では[次のボリューム上に配置]のプルダウンメニューが無効化されており、他のボリュー 
ムを選択できない状態になっています。これは既にシャドウコピー記憶域が D : に設をされて現在巧用中に 
なっているためです。他のドライブを選択するには、手順1の画面に戻り、憐翊ボタンを押してから、再 
度[設を]ボタンを押してください。 
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3. 上記画面にて、[詳細]ボタンをクリックすると、な下の画面が表示され、シャドウコピー記憶巧の 
情報が表示されます。 



-[使用領域] 

現在シャドウコピーが使用しているディスク容量が表示されます。 

• [最大サイズ] 

シャドウコピーが使用できる最大デイスク容量が表示されます。 


【を意】 


V 


シャ ドウコピーのための記憶城のサイズを小さくするときは注意が必要です。 

現在、 シャ ドウコピーで使用しているサイズより小さいサイズを設定すると、新しい 
制限に合わせて古い シャ ドウコピーが削除されます。削除され たシャ ドウコピーは元 
に戻すことができません。 

J 


【注意】シャドウコピーの記憶域を別のボリュームに変更する場合、シャドウコピーを無効化 
する必要がありますが、無効化するとすべてのシャドウコピーが削除されます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 

3.1.4 Windows クライアントからの復元操作 

シャドウコピーサービスを利用してファイルやフォルダーの復元（コピー） 操作を行なう場合は、 ク ライア 
ントコンピューター上のエクスプローラーから 操作を行ないます。 

3.1.4.1 削除したファイルの復元 

削除したファイルを復元する場合は、が下の手順に従って、クライアント上のエクスプローラーから操作 
を行ないます。 

1. 削除したファイルが格納されていた共有フォルダーを選択します。 

2. 選択したフォルダー内で右クリックし、 r プロパティ]メニューをクリックします。 
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3. プロパティ画面にて [な 前の バージョン] タブをクリックします。 



4. [フォルダのバージョン]にシャドウコピーの世代の一覧が表示されますので、削除される前のファ 
イルを含むフォルダーのバージョンを選択し、棒示1ボタンをクリックします。 
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5. 選択した世代のフォルダー内のファイルー覧が表示されますので、復元したいファイルを選択しま 
す。 



元の場所（共有フォルダー）にファイルを復元したい場合は階元]ボタンをクリックしてください。また、 
化の場所に復元 （コピー） したい場合は、 [コピー] ボタンをクリックしてください。クライアントの 0 S 
によっては、画面下の[表示]、 [コピー]、 [復元]ボタンが表示されませんので、その場合は、復元したいフ 
アイルを選択し、右クリックにて表示されるメニューから [コピー] を選択し、ファイルの復元 （コピー） 
を行ってください。 
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3.1.4.2 更新したファイルの復元 

誤って更新したファイルや壊れたファイルを復元する場合は、な下の手順に従って、クライアント上のエ 
クスプロー ラーから 操作を行ないます。 

1. 誤って更新したファイル（もしくは壊れたファイル）を選択します。 

2. 選択したファイルを右クリックし、 [プロパティ] をクリックします。 



进巧されたオブジェウトのブ山巧ィをま示します。 ん 
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3. プロパティ画面にて[な前の バージョン] タブをクリックします。 



4. 戻したいバージョンを選択し、帷对ボタンをクリックすれば、元の場所へ復元ができまず。また、 
別の場所へ復元したい場合は、 [コピー] ボタンをクリックして、戻したい攝所を選択しまず。 

なお、[表示]ボタンをクリックするとファイルを開きます。 
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3.1.4.3 フォルダーの復元 

フォルダーを復元したい場合は、な下の手順に従って、クライアント上のエクスプローラーから操作を行 
ないます。 

1. 復元したいフォルダーを選択します。 

2. 右クリックにて [プロパティ] をクリックし、 プロパティ 画面にて [な 前の バージョン] タブをクリ 
ックします。 



3. 復元したいバージョンを選択し、元の場巧に復元したい場合は階对ボタンをクリックします。他 
の場所へ復元したい場合は、 [コピー] ボタンをクリックし、 コピー 先を指定します。 

なお、階对 （ または [コピー]) を選択すると、そのフォルダーだけでなく配下のフォルダーまで、 
すべて復元（または コピー） されます。 


ff \ 

【注意】 な前のバージョンのフォルダーには存在していなかったファイルが、現在のフォルダ 

一に存在する場合、フォルダー全体に巧して随冠操作を実施しても、現在のフォル 
ダーからそのファイルを削除しません。 

V J 


137 



































iStorage NS の共有領域を管 S する 


3.1.5 UNIX クライアントからの復元操作 

シャ ドウコピーを設定巧みのボリュームに存在する NFS 共有については、 UNIX クライアントからファイ 
ル、フォルダーを復元することが可能です。 

シャ ドウ コピーは NFS 共有直下に、 ".@GMT- (日付)"というディレクトリと して 表示されます。 UNIX クラ 
イアントからディレクトリの復元操作を行なう場合は、該当する日時の シャ ドウ コピーの ディレクトリを 
復元したいディレクトリに コピーして ください。また、ファイルを復元する場合は、該当する日時の シャ 
ドウ コピーの デイレクトリ配下から 巧 象のファイルを選択し、復元したいデイレクトリに コピーし てくだ 
さい。 


ディレクトリ名に設定されている日時はグリニッジ標準時にて設定されています。 



の 




【注意】 シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 
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3.1.6 シャドウコピーサービスに関する注意事項 

. シャドウコピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリュームのみに巧応しています。 FAT フ 
ァイルシステムには巧応していません。 

• システム領域を含むボリューム、および、仮想、メモリのページングファイルや休止ファイルを含む 
ボリュームでは、シャドウ コピー サービスを有効にしないでください。 

• シャドウコピーは1 つの ボリュームにつき最大64個まで作成できます。それな上シャドウコピーが 
作成された場合、一番古いシャドウコピーが削除されます。 

-シャドウコピーが使用する記憶域サイズを小さくするときは注意が必要です。現在、シャドウコピ 
一で使用しているサイズより小さいサイズを設定すると、新しいサイズに合わせて古いシャドウコ 
ピーが削除されます。削除されたシャドウコピーは元に戻すことができません。 

-シャドウコピーを有効にするボリュームで最適化（デフラグ）を実行する予をがある場合は、その 
ボリュームを16 KB な上のアロケーションユニットサイズでフォーマットしてください。 16KB 
未満の場合、ボリュームを最適化（デフラグ）した結果、シャドウコピーが削除されることがあり 
ます。 

-シャドウコピーの作成頻度は、最大1時間に1回までにしてください。 

• シャドウコピー作成のスケジュールは、バックアップツールやウイルス巧策プログラム等との動作 
時刻と重ならないような時間帯を設定してください。 

• シャ ドウ コピーを 設定していた ボリュームを 削除する場合、事前に シャ ドウ コピーのスケジュール 
設定を削除してください。 シャ ドウ コピーのスケジュール 設定が残ったまま、 ボリューム 削除を行 
った場合、イベントログに大量の 「ソース： VSS イベント ID: 700 1J の イベントが記録されます。 

. イベント ログに 「ソース： Volsnap イベント ID:25」 が記録される場合、シャドウコピーがすべて削 
除されます。詳細および回避策については、本書の 【 3.1. 6.2 予巧せずシャドウコピーがすべて削 
除される現象に ついて】を参照ください。 
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3.1.6. 1 シャドウコピーを世代数で管理するホ法に ついて 

シャ ドウコピーでは世代数を変更することができます。を更する場合は、下記の手順に従いレジストリを 
変更してください。なお、シャドウコピーの世代数は全てのボリュームに巧して同じ値が適用され、ボリ 
ュームおに別の値を設定することはできません。 

r - 

【注意】レジストリエディターの使い方を誤ると、深刻な問題が発生することがあります。 

最悪の場合、オペレーティングシステムの再インストールが必要になることがあり 
ます。弊社ならびにマイクロソフト社は、レジストリエディターの誤用により発 
生した問題に関しては、一切責任を負わないものとします。レジストリエディター 
は、おを様の責任においてご使用ください。 

V J 

1 .iStorage NS 上に Administrator 権限でログオンし、レジスト リエ ディター ( regedit . exe ) を起動します。 

2. 次のレジストリキーを選択します。 

HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SYSTEM¥Curren に ontro に et ¥ Services ¥ VSS¥Settings 

3. [編集] メニューの 惭規]を選択し、 [DWORD 値]をクリックします。 

4. 《前に MaxShadowCopies と入力し、 Enter キーを押します。 

5. " MaxShadowCopies " をダブルクリックし、 10 進数を選択して指定したい値 (63 が下の値)を入力し 
ます。 

6. レジストリエディターを終了して、システムを再起動します。 

なお、デフォルト値は 64 で、指定できる最大数は 64 です。 
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3.1.6.2 予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象について 

シャドウコピー記憶域を同ーボリューム（既定値）に設定している環境で I / O 負荷の高い場合、イベント 
ログに「ソース： Volsnap イベント ID :25 J が記録され、予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象 
が発生することがあります。 

回避策はな下の通りです。 

-シャドウコピーが設定されていない別のボリュームを用意する。 

• 問題を回避する必要があるボリュームのシャドウコピー記憶域の設定で、上記の別ボリュームを指 
定する。 


3.1.6.3 Windows 7クライアントからシャドウコピ——覧が不正に見える現象 
について 

Windows 7クライアントから 、 iStorage NS 上の共有フォルダーのシャドウコピ-覧が下記のように不 

正に見える現をが発生することがあります。 


-実際にはシャドウコピーの世代が複数存在するのに、世代が一つしか表示されない。 
-複数の世代の日時が全て同じ値で表示される。 


回避策は下記の通りです。 

ただし、下記の回避策を実行すると 、 Windows 2000クライアントからシャドウコピーー覧が不正に見え 
るようになる可能性がありますので、おを様環境にて Windows 7を優先する場合、下記のレジストリを設 
をしてください。 


r 


【注意】 


V 


レジストリエディターの使いホを誤ると、深刻な問題が発生することがあります。 
最悪の場合、オペレーティングシステムの再インストールが必要になることがあり 
ます。弊社ならびにマイクロソフト社は、レジストリエディターの誤用により発 
生した問題に関しては、一切責任を負わないものとします。レジストリエディター 
は、おを様の責任においてご巧用ください。 




J 
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1.iStorage NS 上に Administrator 権限でロダホンし、レジストリエディター (regedit.exe) を起動します。 

2. 下記のキーを表示します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥Curren に ontro に et¥Services¥LanmanServer¥Parameters 

3. 下記の値を新規作成します。 

型 ： DWORD 

名刖 ： DisableDownLevelTimewarp 

値 ：1 

4. レジストリエディターを終了します。 （iStorage NS の再起動は不要です） 
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3.2 メールアドレスを設定する 

クォータのしきい値を超えたとき、もしくは、記憶域レポートを電子メールにて送信する場合に必要なメ 
ールアドレスの 設定手順に ついて 説明します。 

1. 管 a 者メニューの[ファイル サーバー リソース マネージャー] をクリックします。 


は管さをタニュー 


全お 


感 

エクスブ □ーラー 

エクスブローラー雄勒できます。 


コマンドブロンブト 

コマンドブロンブトを起勒できます。 


ペイント 

ベイントぞ起が)できます。 


メモ集 

メモ帳を起めできます。 


コンビューターのを巧 

コンビューターの官巧を起お)できます。 


システム 

コンビューターのブロ/ i ティを羅認できます。 


Windows ヘル ブとサポート 

Windows へんブとヴボートを起勒できます。 



巧:割/機能 




共ちと記ち巧のを巧 

股マネージャー 

NFS 巧ヴービス 

ADS 圧ディター 


ファイルヴーバー 


インデックスのオブシヨン 

DFS のを巧 

巧巧のを巧 


SM 巨共有、 NFS 共ちを官巧できます。 

HTTP 共ち/ FTP 共有を管理できます。 

NFS プーパーを 管理できます。 

NFS の D マッビングを51詔でぎます。 

リソースマネージャー ^ 憶域の巧を制限、拡弓長子制限、使用げ況お詔等ができま 

ファイル巧索棉速化するためのインデックスを管埋できます。 
分敢ファイルシステムを管理できます。 

ブ J ントヴーバー館理できます。 


2. [ファイルサーバーリソースマネージ ヤー] を右 クリックし、[オプションの 構成]を選択しまず。 


もファイルサーバーリジースマネーブヤー 


ファイルの巧な ( A ) ま示( V )ヘルプ川) 


知み1圃囚圆 


ファイルサーバーリ y —スマネージ 


田がウォ-クの管理 
田を a ファイルスクリーンの管3里 
胃記巧がレポートの管理 
田： a が須管理 
: a ファイル管理タスク 


&|のつ、^ド1 w々wA 巧巧 frvi 


オプションの德巧の)… 


まを( V ) 


一程の I クスポート a ).. 


ヘルプ川) 
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3. [ ファイルサーバーリソースマネージャーのオプション ]画面で必要な項目を設定し、 [ OK ] ボタ 
ンをクリックします。 



^ -^ 

【注意】[既定の"差出人"電子メールアドレス]に設をしたメールアドレスは、送付される 

メールの 送信をアドレスとなります ので、 適切なアドレスを入力してください。 


項 目 

説 明 

SMTP サーバーをまたは IP 

アドレス 

電子メールサーバーのアドレスを名前または IP アドレスで指定しま 

す。 

管理者である既定の受信を 

既定となる受信者を指定しまず。ここで設定したメールアドレスが 

[Admin Email ] に対応します。 

既定の"差出人"電子メールァ 

ドレス 

電子メ ' ール送信時の送信者となる電子メ ' ールアドレスを指定します。 

テスト電子メールの送信 

設定が正しく行なわれているか、テストを実施します。 
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3.3 ユーザーが使用できる容量を制限する 

クォータを使用することにより 、 iStorage NS 上で選択したフォルダーにがする領域の使用量を制限、監視 
することができます。 

制限の方をには、ボリュ' —ムとフォルダ ■ —単位で領域の制限を行うファイルサ'— ノく '—リソ ー ス マネ '—ジャ 
一のクォータと、ボリューム単位でユーザーごとに領域の制限を行うディスククォータの2種類がありま 
す。 


3.3.1 ファイル サーバー リ ソースマネージヤーのクォータ 

クォータは、テンプレートから作成することも、カスタムプロパティを設定して作成することもできます。 
ここでは既定のテンプレートからクォータを設定する手順と、テンプレートを作成する手順を説明します。 

3.3.1.1 ファイルサーノくーリソースマネージヤーのクォータを設定する 

ここでは、 D :¥ soumu 配下のフォルダー容量を100 MB に制限する手順について説明します。 

9 3 

【注意】 C :¥ WIND 0 WS については、 [ハードクォータ] の設定はできません。 

、 —j 
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1. 管 a 者メニューの[ファイル サーバー リソース マネージャー] をクリックします。 


かを奇お 4—1 一 



2. [クォータの 管ち里]を展開し、 [クォータ] を選択後に右クリックして表示されるメニューから、 [クォ 
-夕の作成]をクリックします。 


居 も ファイル サーバー リツ'-スマネージャー I 

ファイルの巧巧 (A) 表示 (V) ヘルプ (H) 

'‘ 嗦 I り 画 I 回區 

^ ファイルサーバーり y —スマネージヤー（□- 
曰ジクォ-夕の管 5 里 

つィル勺一： 

i クォータ 


] 

因 Q ファイルつ> 巧が ran ち抓 u_ をが T、 の 


gi 旨己’を域レ；表示 (V) ► 


一いァイル管；ヘルプ (H) 
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3. [クォータの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定し、[作成]ボタンをクリックします。 



項 目 

説 巧 

クォータのパス 

クォータを設定するフォルダーのフルパスを設定します。 

パスにクォータを作成する 

指定したフォルダーに対し、クォータを設定しまず。 

既存と新規のサブフォルダー 

に自動でテンプレー 卜適用と 

クォータ作成を行なう 

指をしたフォルダーのサブフォルダーにがし、クォータを設定しま 

す。 

クオ'ータのテンプレ ■ —卜から 

プロパティを取得する 

配下の一覧より項目を運択します。 

カスタムクオータのプロパテ 

ィを定義する 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

クォータのプロパティの概要 

設定されたプロパティが表示されます。 
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3.3.1. 2 クォータのテンプレート作成 

ここでは、 ファイルサーバーリソースマネージャーのクォータで{ま 用す るテンプレートを 作成す る 手順に 
ついて説明します。 

1. 管巧者メニューの[ファイルサーバーリソースマネージャー]をクリックします。 


巧若ま#タ ニュー 


全肢 

留 

エクスブローラー 

ェクスブローラー雄かで.きます。 

コマンドブロンブト 

コマンドブロンブトを起動でぎます。 

ペイント 

ペイントな謝できます。 

メモ 

メモ帳を起勃できます。 

コンビューターのを 巧 

コンビューターの管理を起おできます。 

システム 

コンビューターのブロバテイぞ 巧 詔できます。 

Windows ヘルブとヴボート 

Windows ヘルプとヴボートを起お]でぎます。 



巧割/巧能 

留 

共ちと記 巧巧のを巧 

SM 日みち、 NFS 共有を售理でぎます。 

ns マトジャー 

HTTP 其ち/ FTP み有を管理できます。 

NFS 用 ブービス 

NFS ヴーバーを管 J 里できます。 

AnSiT 早.' クー 

NFS の D マッビンヴを61詔できます。 

I ファイルサーバーリソースマネージクー 

記憶域の容量利限、化张テ制限、使用が况確認等ができま 
■す。 

インデックスゆオブション 

つァイル巧索棉速化するためのインデックス销巧できます。 

DFS のを巧 

がお7ァイルシステムを管理でぎます。 

巧风のを埋 

ブリントヴーバーを管理でぎます。 


2. [クォータの 管理]を展開し、 [クォータのテンプレート] を選択後に右ク y ック して表示され るメニ 
ュ ーから、 [クォータテンプレートの作成] をク y ック しまず。 
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3. [クォータテンプレートの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設をします。しきい値を設 
定しない場合、 [ OK ] ボタンをクリックして作業は完了です。しきい値を設定する場合、[追加]ボタ 
ンをクリックします。 



項 目 

説 巧 

テンプレート名 

テンプレート名を設定します。 

ラベル 

ラベルを設定しまず。 

制限値 

制限値を設定しまず。 

ハー ドク ホー タ 

設定値を超えてファイルを書き込むことは不可能と設定します。 

ソフトクオータ 

設定値を超えてもファイル書き込みが可能と設定しまず。 
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4. [しきい値の追加]画面が表示されますので、必要な項目を設定して [ OK ] ボタンをクリックします。 
をタブの説明についてはな下に記載します。 

【電子メールメッセージ】 



項 目 

説 明 

使用率(％)が次に達したら、 

通知を生成する 

しきい値をパーセントで設定します。 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設ちします。その場合、配下の入 

カフイールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザー 

に電子メ ' —ルを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 

件を 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設ちします。 

テキス トに挿入する変数を 

選択してください 

を数を運択し、陵数の挿入]ボタンをクリックすると[メッセージ本文] 

に挿入します。 
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【イベントロダ】 



項 目 

説 巧 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッ七ージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッ七ージで表示する内容を設定します。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示されるを数を[を数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設 

定します。 
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【コマンド】 



項 目 

説 巧 

コマンドまたはスクリプト 

の実行 

実行するコマンド、スクリプトを設定しまず。 

コマンド引数 

コマンドに引歎がある場合、設定します。 

コマンドの実行 

セキュリティレベルを設定します。 

Local Service , Network Service , Local System から選択します。 
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[ レポ'ート】 



項 目 

説 巧 

レポ'—卜の生成 

レポートを生成する場合に設定しまず。その場合、配下の[生成するレポ 

ートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示] 

ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示します。 

次の管理者にレポートを 

送信する 

管 a をに電子メールでレポートを送信する場合に設ちします。その場合、 

配下の入カフイールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザ 

一にレポートを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 
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3.3.2 ディスククォータを設定する 

ここでは、ディスククォータを設定する手順について説明します。 

1. 管 a 者 メニューからエクスプローラーを 起動します。 

2. 対•象ボリュームを右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 


(■ボリュームの:) 


なみ ^ 

j ，コンピューター，ボリューム （ D :) 

涅巧 ▼ ライブラリじ适加 

' おち ▼ 1 

曰' sr わ尉 こ 入り 

X タウン□ード 
■ デスクトップ 

Q 最化表示した巧巧 

曰:; • a ライプラリ 
旧国 ドキュメシト 
因 国 ピウチャ 
田 因ピデオ 
困ぶ ミュージック 

曰: L コンピュ-夕- 
田 & WSS 2008 R 2 ( C ：) 

をお- 





田み ネットワ- 

巧巧 ( A ) 

ライブラリに适加の ► 

巧しいウィンドウで間く ( E ) 

共ち ( H ) 

叫 

シャドウコピーの 巧ぶ ( W )... 
願のバージョンの復元 ( V ) 

フォーマット ( A ) … 

コト似 

るなのをを ( M ) 

广 > I 

ま斤規巧巧 (X) ► 

プ□バティ脚 I 
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3. プロパティ画面で[クォータ]タブを開いて[クォータの管理を有効にする]のチェックボックスを 
有効にし、必要に応じて化の項目を設をして [0 K ] ボタンをクリックします。 
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3.4 ファイルの拡張子で書き込みを制限する 

ファイルスクリーン機能を使用すると、ファイルの拡張子によって、指定したフォルダーに対しての書込 
みを制限することができます。 

3-4.1 ファイルスクリーンを設定する 

ここでは、ファイルスクリーンを設定する手順について説明します。 


^ -^ 

【注意】 C :¥ と C :¥ WINDOWS にファイルスクリーンを設定する場合は、ファイル監視の 

みを行う [パッシブスクリーン] だけが設定可能です。 

V J 


1. 管理者 メニューの[ファイルサーバーリソースマネージヤー I をクリックします。 
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2. [ファイル スクリーンの管理]を展開し、 [ファイル スクリーン]を選択後に右クリックして表示され 
るメニューから、 [ファイル スクリーンの作成]を選択します。 


もファイルサーバーリソースマネージヤー 


ファイルの巧な (A ) まモ( V )ヘルプ ( H ) 


み I ろ fel I 且 to 


呈5ファイルサーバーリソースマネージャー（□- 
因ぶウォ-夕の肯巧 
曰ファイルスクリーンの管5里 


ファイルス/ 


^ファイルス li 


つイル々-: すべての置 


ファイルス如、 


ファイルスクリーンの化嚇饼 .. 


y ファイルル 
6 記’度巧レポート. 
田透み頭昔巧 

ファィル封里夕；- 


ん - f ルスンり—バぶ f 刖タトを r け！4け)… 

最巧の’店沛(こを巧(巧 


ま示(V) 


ヘルス H) 


157 























iStorage NS の共有領域を管 S する 


3. [ファイルスクリーンの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定し、[作成]ボタンをクリ 
ックします。 



項 目 

説 明 

ファイルスクリーンのパス 

ファイルスクリーンを設定するフホルダーのフルパスを設定しま 

す。 

ファイルスタリーンのテンプレ 

ートからプロパティを取得する 

配下の一覧より項目を選択します。 

カスタムフアイルスクリーンの 

プロパティのを義 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

ファイルスクリーンのプロパテ 

ィの概要 

設定されたプロパティが表示されます。 
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3.4.2 ファイルスクリーンのテンプレート作成 

ここでは、ファイルスクリーンのテンプレートを 作成する手順に ついて 説 巧し ます。 


1. 管 a 者 メニューの[ファイルサーバーリソースマネージヤー] を クリック します。 


2. [ファイルスクリーンの 管 a ] を展開し、 [ファイルスクリーンテンプレート] を選択後に右 クリッ 
ク して表示される メニューから、[ファイルスクリーンテンプレー トを作成]を クリック します。 


か管さ#タニュー 




全が 



エクスブローラー 

エクスブローラーを起巧でぎます。 


コマント—ブロンブト 

コマンドブロンブトを起が)できます。 


ペイント 

ペイントを超勤でぎます。 


メ巧 i 

メモ帳を起かできます。 


コンビューターのを巧 

コンビューターの管理を起勒でぎます。 


システム 

コンビューターのブロ/ i ティを巧詔できます。 


Windows ヘルブとサポート 

Windows ヘルプとウボートを起めできます。 



巧割/機能 


感 

#ちと記植巧のを巧 

SMB みち、 NFS 共有を管巧できます。 


ns マネープャー 

… TP 共ち/ FTP 共有を管理できます。 


NFS 巧サービス 

NFS ヴーパーを管理できます。 


- 1-.-- .-ゴバー 

NFS の D マッピングを湿詔でぎます。 


1 ファイルサーバーリソースマネージャー 

記憶巧の容量制限、拡張モ制限 、 mmmmt 
す。 

轉がで.きま 

インデックスのオブシヨン 

ファイルお索铜速化するためのインデックスぞ f 巧できます。 

DFS のを巧 

W 放ファイルシステムを管理できます。 


巧网のを理 

ブリントヴーパーぞ置3までぎます。 



ファイルサーバーリソースマネージヤー 


ファイルの棵巧(かま示( V )ヘルプ ( H ) 

•岭 I i 鼠 曰 画 


苗 ファイルサーバーリソースマネージャ' -(□ 

因ぶクォ-夕の肯巧 

ぶファイルスクリーンの首巧 
レろ ファイルスクリーシ 

み7レみ。 


曰 


ファイルスクリーンのテンブレー…スクリーシ 


D イイ•-ジファイルのブ□ツウ 

アウティブ 

H 才-ディオとだ才のファイルの... 

アウティプ 


,^_1 


記お域レポートの昔ミ 
因：^分類管理 

苗ファイ腿巧タスク- 


WRIT 


.9] ま巧 ft ; ザトクィス；ムのつマイ ル パッシブ 
ジクアクティブ 


ルスクリーシテンプレートを巧巧 (0 ん .. 


1 百挪 <■ ち WRW 


ま示( V ) 


ヘルプ川） 


ブク アクティブ 
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3. [ファイル スクリーンのテンプレートの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定して [ OK ] 
ボタンをクリックします。 


【設定】 



項 目 

説 巧 

テンプレート名 

テンプレート名を設定します。 

アクティブスクリーン処理 

許可していないファイルを保存することは不可能と設定しまず。 

パッシブスクリーン処理 

許可していないファイルも保存することを可能と設定します。 
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【電子メールメッセージ】 



項 目 

説 明 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設定します。その場合、配下の入 

カフィールドにメールアドレスを設定します。 

承語されていないファイル 

を保存しようとしたユーザ 

一に電子メールを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 

件を 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設ちします。 

テキス トに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示されるを数を[変数の挿入]ボタンで[管理者の電子メー 

ルアドレス]入カフィールド、[件を]、[メッセージ本文]の項目に設定 

します。 
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【イベントログ】 



項 目 

説 明 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッ七ージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッセージで表示する内容を設定しまず。 

テキストに挿入する変数を 

選択してください 

リストに表示されるを数を[を数の挿入]ボタンで上記の設定項目に設 

定します。 
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【コマンド】 



項 目 

説 巧 

コマンドまたはスクリプト 

の実行 

実行するコマンド、スクリプトを設ちします。 

コマンド引数 

コマンドに引数がある場合、設定します。 

コマンドの実行 

セキュリテイレベルを設定します。 

Local Service , Network Service , Local System から選択します。 
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[ レポ'—卜】 



項 目 

説 巧 

レポ'—卜の生成 

レポートを生成する場合に設定します。その場合、配下の[生成するレ 

ポートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示] 

ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示します。 

次の管理者にレポートを送 

信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。その場 

合、配下の入カフイールドにメールアドレスを設ちします。 

承認されていないファイル 

を保存しようとしたユーザ 

一にレポートを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メ 

ールアドレスへ電子メールを送信する瞭に設定します。 
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3.5 ディスク使用状況のレポートを作成する 

記憶域レポートは、ディスク使用状況をレポート化します。スケジュールを設定して自動的にレポートの 
作成を行うことや、作成したレポートをサーバー管理者にメールで送信することもできます。 

3-5.1 記憶域レポートを設定する 

ここでは、記憶域レポートを設定する手順について説明します。 

1. 管理者メニューの[ファイル サーバー リソース マネージャー] をクリックします。 


的をまをタニユ 



エクスブローラー 

コマンドブロンブト 

ペイント 

メモ帳 

コンビューターのを巧 

システム 

Windows ヘルブとヴポート 


エクスブローラーを起が)でぎます。 

コマンドブロンブトをお劫できます。 

ベイントを起助でぎます。 

メモ帳を起勒できます。 

コンビュ-夕—の管理视勒できます。 

コンビューターのブロバティを巧詔でぎます。 
Windows ヘルブとブポートを起動!できます。 


役割/機能 


可 

みちと記ち巧のを巧 

SMB おち、 NFS おちを管 J 至できます。 


ns マネージで一 

HTTP 其ち/ FTP 共有を管理できます。 


NFS 巧ヴー ビス 

NFS ブーバー だ封里できます。 


AnSiT ん 々一 

NFS の D マッビンヴをお詔できます。 


アイルヴーバーリソースマネージで 一! 

記憶巧の吞畳制限、拡張モ制限、巧巧が況 巧! 
す。 

召等ができま 



インデックスのオブシ 3 ン 

ファイル檢索铜速化するためのインデックス獨 5 至できます。 

DFS のを巧 

分蔽ファイルシステムを管理できます。 


巧助のを巧 

プ J ントヴづ卜雜巧できます。 
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2. [記憶域レポートの管理]を右クリックし、[新しいレポートのタスクの スケジュール] を選択します。 


ちファイルサーバーリツースマネー5ター 


ファイルの巧け ( A ) まモ( V )ヘルプ川） 


か '三 區 I 因圆 


&ファイルサーバーリツースマネージサ— 
田なウォ-加管巧 
田ファイルスク I トンの管巧 


(□— 


I レボートタスク I 巧を 


° 巧しいレポートめタスクのスクジュール ( S ).. 


田 苗! 分舞管巧 


苗ファイル昔巧タスと 


レ W ■ |1かが勝ル W ■' | 1の JMjL 刖 P がか 

レポ-卜を今すぐち巧する胤... 

最巧の巧祁じ更巧(巧 


まミ( V ) 


ヘルプ川） 
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3. [記憶域レポートタスクの プロパティ] 画面でレポートと斤多式を選択し、[追カロ]ボタンをクリックし 
ます。 



項 目 

説 明 

レポ'—卜するボリュ'ームとフォ 

ルダーの選択 

レポート対象とするフオルダーを設定します。 

[生成するレポートの選択]画面 

名'レポートが表示されます。 

[選択したレポートの表示]ボタン 

設定したレポートの内容が表示されまず。 

レポ^ー トの形式 

レポートのファイル形式を指定します。 
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•をレポートの説明についてはが下の通りとなっています。 


レポ'ート 

説 明 

クォータの使用率 

ディスク領域の利用状況が一定のレベルを超えたクォータの一覧を表示し 

ます。このレポートを{まって、クォータがまもなくレベルを超えるかをすば 

やく半 IJ 断し適切な操作を行うことができます。 

ファイルダループごと 

のファイル 

ファイルグル ■ —プごとにファイルを一覧表示します。このレポ ■ —卜を巧って 

ファイルグループの使用が況パターンを監巧し、大量のディスク領域を占め 

ているファイルグループをすばやく判断することができます。これはサー 

バーでどのようなファイルスクリーン処理ポリシーを構成するかをみ定す 

るのに役立ちます。 

ファイルスクリーン処 

理の監査 

指定した期間におけるサーバー上のファイルスクリーン処巧の監査のイべ 

ントを一覧表示します。このレポ ■ —卜を巧って、スクリ ■ —ン処巧ポリシ ■ —に 

違反しているアプリケーシヨンやユーザーをすばやく半 IJ 断することができ 

ます。 

プロパティごとのファ 

イル 

特をの分類プロパティごとにファイルを一覧表示します。このレポートを使 

って、ファイル分類の使用パターンを監視できます。 

大きいサイズのファイ 

ノレ 

指をしたサイズな上のファイルを一覧表示します。このレポートを使ってサ 

ーバー上で最も多くのディスク領域を消費しているファイルをすばやく判 

断することができます。これは、ディスク領域を大量に直ぐに空けるのに役 

立ちます。 

巧有をごとのファイル 

ファイルを巧有するユーザー順にファイルを一覧表示します。このレポート 

を使って、サーバーのパターンを理解し、大量のディスク領巧を巧用してい 

るユーザーをすばやく半 IJ 断することができます。 

最近アクセスされてい 

ないファイル 

最近アクセスされていないファイルを一覧表示します。このレポートを使っ 

て、古いファイルを削除するかアーカイブするかをすばやく判断することが 

できます。これはあまり使われていないディスク領域を空けるのに役立ちま 

す。 

最近アクセスしたファ 

イル 

最近アクセスしたファイルを一覧表示します。このレポートを使って、常に 

利用することが必要な頻繁に使われたデータを判断することができます。 

重複しているファイル 

重複していると思われる（名前、サイズ、最終更新日時が同じ）ファイルを 

一覧表示します。このレポートを使って、重複により無駄となっているディ 

スク領城をすばやく判断し、空けることができます。 
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4. [フォルダーの参照]画面でフォルダーを設定し、 [0K] ボタンをクリックします。 



5. [配信]タブを開いてレポートの送信先アドレスを指定します。サーバー管理者に送信したい場合は、 
デフオルト時の [Admin Email] のままで問題ありません。 
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6. [スケジュール] タブを開いて [スケジュールの 作成]ボタンをクリックします。 
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7. [新規]ボタンをクリックしてスケジュールを設をし、 [OK] ボタンをクリックします。 



項 目 

説 明 

スケジュールのリスト 

設定済みのスケジュールが表示されます。 

タスクのスケジュール 

スケジュールの単位を選択します。 

開始時刻 

スケジュールの開始時刻を設定しまず。 

間隔 

日単位の間隔を設定します。 

複数のスケジュールを表 

示する 

[スケジュールのリスト]項目の表示が一覧表示に変更されます。 
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8. [OK] ボタンをクリックします。 



出力されるレポート名について 

出力されるレポートのファイル名の形式は、[レポート名+年月日+時分砂+拡張子]となります。 
が下にレポ'—卜と対応するレポ'—卜名を示します。 


レポート 

レポート名 

クォータの使用率 

QuotaUsage** 

ファイルダループごとのファイル 

FilesByType**_ 

ファイルスクリーン処理の監査 

FileScreenAudit**_ 

プロパティごとのファイル 

プロパティごとのファイル**_ 

大きいサイズのファイル 

LargeFiles** 

巧有をごとのファイル 

FilesbyOwner** 

最近アクセスされていないファイル 

最近アクセスされていないファイル**_ 

最近アクセスしたファイル 

MostRecentlyAccessed** 

重複しているファイル 

DuplicateFiles**- 
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3.6 ファイルを分類管理する 

分類管理は、保存場所ごとにファイルを分類したり、中身に含まれているキーワードごとにファイルを分 
類します。ファイルの分類は、[分類 プロパティ] という情報をファイルに追加します。この[分類 プロパテ 
ィ ] は企業独自の プロパティ を作成することができます。次に[分類規則]を作成して、分類 プロパテ ィをど 
のファイルに適用させるかを設定します。 

分類管理を利用することで、ファイルを自動分類し、その分類に基づくファイルサーバーの管理タスク(移 
動、削除、圧縮、暗号化など)を連動することができます。 
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3.7 複数サーバーの共有フォルダーを統合する 

(DFS) 

システム管 a をが分散ファイルシステム （DFS : Distributed File System ) を使用すると、ネットワーク上 
に物®的に分散しているファイルサーバーへのアクセスと、それらの共有フォルダーの管巧を仮想的に統 
合した環境としてユーザーに提供できます。複数のサーバーに分散しているファイルが、ネットワーク上 
の1つの場所に配置されているように見えます。ユーザーは、ファイルの物理的な場所を指定しなくても、 
目的のファイルにアクセスできます。 


【注意】ドメインベースの DFS を前空間を利用する場合、を前空間サーバー、フォルダーターゲ 
ットのサーバー、クライアント PC は同じドメインに属する必要があります。 

V J 
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3.7.1 DFS 名前空間 

DFS を前空間により、散在する ファイルサーバーを 統一されたを前空間 の 配下にまとめることができます。 
また、 一つの DFS リンク（ターゲットを 持つ DFS フォルダー） から、同ー ファイルのコピーを 持つ複数の 
サーバー（フォルダーターゲット）を 紹介することにより、耐障害性が高まります。 


DFS 名前空間 フォルダーターゲット 



上記の図の例の場合、クライアント PC からは、な下のどちらかの共有パスで、 DFS を前空間経由で共有 
フォルダーにアクセスします。 

.¥¥ DomainA ¥ Public ¥ DfsFolder¥Link (先頭が¥¥ドメインタ。ドメインモードの DFS の場合のみ。） 
.¥¥ ServerA ¥ Public ¥ DfsFolder¥Link (先頭が¥¥サーバーぶ。） 

ドメインモードの DFS にて、複数のあ前空間サーバーを用意し、 DFS 名前空間の耐障害性を上げる場合 
は、必ず前をの共有パスを利用してください。 

上記の例で、クライアント PC から DFS 経由で ¥¥ DomainA ¥ Public ¥ DfsFolder¥Link の配下のファイル 
一覧を参照すると、 ¥¥ ServerB¥ShareB または ¥¥ Serve に ¥ShareC の配下のファイルー覧が見えます。 
この例のように、 Serve 旧 または Serve にの どちらかが停止状態になっても、クライアント PC からのフ 
アイルアクセスが可能になります。 
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3.7.1. 1ぶ前空間の新規作成 

1. 管巧者メニューの [ DFS の管巧]をクリックします。 





全が 


0 

A 

エクスブロー ラー 

コマンドブロンブト 

ペイント 

メモ賴 

コンビューターのを 巧 

システム 

Windows ヘル ブとヴボート 

エクスブローラーを起助!できます。 

コマンドブロンブトを起勒)できます。 

ベイントを起劫でぎます。 

六モ帳を起勤)できます。 

コンビューターの管 5 まを起勒できます。 

コンビューターのブロバティを巧詔できます。 

Windows ヘル ブとプボートをお苗]できます。 




役割/巧能 

© 

みちと記恒巧のを巧 

SMB 共有、 NFS 共有靖理できます。 

ns マネージャ'- 

HTTP 共ち/ FTP みちを管 5 まできます。 

NFS 巧ヴー ビス 

NFS ヴーパーを管理でぎます。 

ADSIX ディター 

NFS の] D マソビングを確認できます。 

フアイ J レヴーバーリソースマ 4 ー シク 

記惜域の容を制限、化張モ制限、 f ま用げ況巧認等がでぎま 


す。 

インデックスのオブシ 3 ン 

ファイル巧をを商速化するためのインデックスを管理できます。 

DFS のを巧 1 

好 お ファイルシステムを管理できます。 

けのち巧 

ブリントヴーパーを菅巧でぎます。 



下記の [ DFS の管理]画面で、右画面の[新しいを前空間]をクリックします。 
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2. [新しい名前空間ウイザード]が起動します。[サーバー]欄に名前空間サーバー（名前空間をホスト 
するサーバー）のサーバー名を入力します。入力が完了したら、[次へ]ボタンをクリックします。 



[次へ]ボタンをクリックした後で、下記のような警告メッセージが表示される場合は、[はい]をクリック 
して、サービスを開始してください。 


普告 


巧 



このサーパー上でみ敢ファイルシステムサーピスげ実行されていません。 
サイスの問始がおを自お(こ設定して、剛台しますか？ 


はいが I いいえ ( N ) 」 


【補足】ドメインベースの DFS の場合、夕前空間サーバーを複数設をすることができます。 
を前空間サーバーを追加すると、 DFS を前空間の耐障害性が向上します。 

本書の [3.7.1.4 を前空間サーバーを追加す る 】を参照してください。 
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3. [名前空間のを前と設定]の画面に切り替わります。 

[を前]欄に、新規作成するを前空間のを前を入力してください。ローカルパスやアクセス許可の設 
定を変更する場合には、[設定の編集]ボタンをクリックします。 
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[設定の編集]ボタンをクリックした場合は、下記の画面が表示されます。 



上記で指定したを前空間のパスは、デフォルトでは[共有フォルダーのローカルパス]は、 rc ：¥ DFSRoots ¥" 
を前空間のを前"」に割り当てられています。また、[共有フォルダーのアクセス許可]は、「すべてのユー 
ザーが読み取り専用アクセス許可を持つ」となっています。必要に応じて設定を変更し、 [0 K ] ボタンをク 
リックしてください。 

設定が完了したら、[新しい名前空間ウイザード]画面の[を前空間のを前と設定]で[次へ]ボタンをクリッ 
クします。 
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4. [名前空間の種類]画面に切り替わります。 

作成する名前空間の種類を選択してください。[ドメインベースの名前空間]は、サーバーがドメイ 
ンに参加していないと選択できません。 [Windows Server 2008 モードを有効にする]のチェックを 
有劾にすると、 DFS 名前空間でアクセスベースの列挙を使用できます。 

選択が終わったら、[次へ]ボタンをクリックしまず。 



r 




V 


【補足】ドメインベースの名前空間で Windows Server 2008 モードを使用するには、ドメイ 
ンと名前空間で次の最低要件を満たす必要があります。 

-フォレストの機能レベル ： Windows Server 2003が上のフォレス ト 機能レベルを 
使用。 

• ドメインの機能レベル ： Windows Server 2008ドメインの機能レベルを使用。 

• すべての名前空間サーバーが、 Windows Storage Server 2008 が降、または 
Windows Server 2008 な降の OS であること。 


J 
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广 -\ 

【補足】 DFS 名前空間の耐障害性について 

-スタンドアロンのを 前空間の場合、その DFS サーバーが停止すると、 DFS 夕前空間 
が利用不可になります。 


V 


J 



【注意】設を可能なを前空間の数について 

旧 torage NS では、1つのスタンドアロンのぶ前空間と、複数のドメイン ベースの 名前 
空間を設定できます。 
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5. [設定の確認とを前空間の作成]画面に切り替わります。[を前空間の設定]欄に、設をした内容が表 
示されます。設定内容を確認してください。設定内容が正しい場合は、[作成]ボタンをクリックし 
ます。 



182 
















iStorage NS の共有領域を管理する 


6. [作成]ボタンをクリックすると、[確認]画面に切り替わり、を前空間が作成されます。正常に作成 
されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。[エラー]タブの画面には、 
「エラーはありません」と表示されます。 
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[エラー] タブの画面には、名前空間の作成が エラーに なった場合、詳細な エラー 内容が表示されます。内 
容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 



設定完了後、「このサーバー上で分散ファイルシステムサービスが実行されていません。サービスの開始状 
態を自動に設定して、開始しますか？ J と警告メッ七ージが表示されることがあります。 

この場合は、[はい]をクリックして、サービスを開始してください。 


普告 


巧 


A このサーパー上で分散ファイルシステムサーピスが実巧されていません。 
A サイスの閒始が態を自助 (こ 試ミして、 P 月化しますか？ 


はいが I いいえ ( N ) 」 
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7. コン ソールツリーに 名前空間が表示されたことを確認してください。 
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3.7.1. 2 ぶ前空間でのフォルダーの新規作成 

1. 左ツリーに表示されている、を前空間をクリックし、右画面の[新しい フォルダー] をクリックしま 
す。 



2. [巧しいフォルダー]の 画面が 表示されますので、フォルダーのぶ前を入力します。ターゲットを持 
たない空のフォルダーを作成する場合は[追加]ボタンを押さずに [0 K ] ボタンをクリックします。 
ターゲットを持つフォルダーを作成する場合は、[追加]ボタンを押し、手順3に進みます。 


I 巧しいフオルター 


る刖(が： _ 

I ["older 1| f 

をおミ巧のプレピュー(り： 

I 稱 domain 2008 R 2 jcom ¥ Pu が folder 1 

フォルタ•ー ターザットの 





這加(が… 


漏集(白—. I 

削 ㈱ 段 I 




戴を間フォルタ-麵に城 DFS 帷まの ヘルプを を段してくだ 


0 K ] キャンたル1 

A 


【注意】 サブフォルダーを作成できるのは、空のフォルダーの配下だけです。 
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3. [追加]ボタンをクリックすると、 [フォルダー ターゲットを追加]画面が表示されます。 [フォルダ 
ーターゲットへのパス]にパスを入力し、 [0K] ボタンをクリックしまず。 



4. [新しいフォルダー]の画面に戻ります。[フォルダーターゲット]欄にフォルダーが追加されたこと 
を確言忍し、 [0K] ボタンをクリックします。 



耐障害性を向上させるためにフォルダーターゲットを複数設定する場合は、[追加]ボタンをクリックしま 
す。 
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5. 左ツリー、および中央画面の[を前空間]タブにフォルダーが追加されたことを確認します。 
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3.7.1. 3 フ ホルダーター ゲットを追加する 

1. おツリーに表示されている、追加するフオルダーを選択します。 
右画面の[フォルダーターゲットを追加]をクリックします。 



2. [新しい フォルダーターダット] 画面が表示されます。 [フォルダーターゲットへのパス]にパスを 
入力し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 
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3. [フォルダーターゲット] タブに新しい フォルダー ターゲットが追加されたことを確認します。 



フォルダーターゲットを追加した後、下記のようなレプリケーシヨンのポップアップ画面が表示されるこ 
とがあります。 


レブリケーシ3シ 


瓜 


レプリクーンヨンルトブを使用して、これらのフオルターターザツトの同巧を巧持す 
ることびできます C 

レプリケーンヨンルレーブを巧ぶしますか？ 


はいが I いいえ ( N ) 」 


DFS を前空間のフォルダーターゲット間でファイルを複製するレプリケーシヨングループを作成する場合 
には、[はい]をクリックしてください。 DFS レプリケーシヨンについては、本書の 【 3.7.2 DFS レプリか一 
シ ヨン】を参照してください。 


なお、 DFS を前空間のフォルダーが DFS レプリケーシヨンによってレプリケートされているかどうかは 
下記の画面のアイコンの違いで確認することができます。 


置 S 


DFS レプリケーシヨンでレプリケートされていないフォルダーです。 




DFS レプリケーシヨンでレプリケートされているフォルダーでず。 
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3.7.1. 4 ぶ前空間サーバーを追加する 

を前空間サーバーをドメインベースの名前空間に追加する場合にこの操作を行し、ます。スタンドアロンの 
を前空間ではこの操作はできません。 

1. 左ツリーに表示されている、サーバーを追加するドメインのを前空間を選択します。中央画面の[を 
前空間サーバー]タブをクリックし、を前サーバーの一覧を確認します。を前サーバーを追加する 
場合、右画面の[夕前空間サーバーを追加]をクリックします。 



2. [を前空間サーバーを追加] 画面が 表示されます。追加するサーバーをを入力し、 [0 K ] ボタンをクリ 
ックします。 


をぶま因サーバーを逸由 


るおを間 ( N ): 

|¥^ domain 2008 R 2 jcomMPub 

をお空間サ-バ-做 _ 

ぃ"《," I を昭(助.. I 

其ちフォルタ’-へ胤な(り： 

[¥¥ FILESV 2 ¥Pub 


□一カルバスやみちフォルタ‘一へのアウ t ス許可ねど、共ちフォルターの設定を 
ずをする(こは、臥走の漏集]をクリックします。 

ミミ疋の編集(口...」 


0 K I キャンたル J 
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3. 手順2.の画面で[設をの編集]ボタンをクリックした場合、下記のような[設定の編集]画面で、共有 
フォルダーのローカルパスとアクセス許可をを更することができます。 



4. 手順2の画面で [ OK ] をクリック後、下記のような進行状況の画面が表示されます。エラーとなった 
場合は、[詳綱をクリックし、詳細情報を確認して設をを見直してください。 
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5. 阵前空間サーバー]タブに巧い、名前空間サーバーが追加されたことを確認します。 
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3.7.1. 5 DFS ぶ前空間におけるアクセスベースの列挙 ( ABE ) 

DFS を前空間におけるアクセスベースの列挙 ( Access-based Enumeration な降 ABE と記載）とは 、 DFS 

名!前空間内の DFS リンク（フォルダーターゲットが設定されているフォルダー）にアクセス権 ( ACL ) 
を設定しておき、ユーザーがアクセスする際に、そのユーザーの権限ではアクセスできない DFS リンク 
を一覧から隠す機能です。 



下記の手順で DFS を前空間の ABE を有効にします。 

1. 左ツリーで ABE を有効にする名前空間を選択し、右画面の[プロパティ]をクリックします。 
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2. 下記のようなプロパティ画面が表示されますので、[詳細設を]タブを選択し、[この名前空間のアク 
セス ベースの 列挙を有効にする]チェックボックスにチェックを入れて、 [ OK ] ボタンをクリックし 
ます。 


巧 do ma in 2 0 0 8 R2 で〇 m¥ Pub のブ□バテイ 


を肢關か詳帥 i さ走 


を前を間サーバーじよって、ドゴイン ] ント□-ラーびポ-リンクされて現な 
のるおミ間のイタデータび恥导されます。ポーリンクを最測ヒすると、るお 
空間の整合’をまたはスク-ラピリティが向上します。 

ポーリンクのを適化モまを遇巧してください(が 
f 整合せのを通化 ( Q ) 

る前を間がををされるたむ’じ、る前ま間サー"一じよって、ブライ 
マリドイインコント□ーラー （ PDC ) エミュレーターげポーリンクされま 
す。 

广スケーラピリティの最測ヒ樹 

をるお空間サーバーじよって、ち巧の(こをぶのドメインコント□一 
ラーげポーリンクされます。これをるおを間のスケーラピリティモード 
といいます。 


おち鑛趙離難熟^ 空間 内の フ オルタ 


口このる前空間のアウセスベ-スの列ぎをを細こする (W 


i お田じついては、 DFS の昔巧の AJ けを き昭してください。 


キャンセル 


通用 ( A ) 
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下記の手順で DFS を前空間のアクセス許可の設定を行います。 

3. 左ツリーの名前空間の下のフォルダーを選択し、右画面の [プロパティ] をクリックします。 
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4. 下記の画面で、 [ DFS フォルダーに明示的なアクセス許可の表示を設定する]ラジオボタンを選択し、 
[アク七ス許可の表示を構成する]ボタンをクリックしまず。 
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5. 下記のような[アクセス許可画面が表示されますので、[追加]ボタンをクリックします。 



グ 




【注意】 ABE により、 DFS フォルダーが一覧に表示されないようにするには、「読み取り」操作が 
できないように、アク七ス許可 ( ACL ) を設定する必要があります。 
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6. 下記の画面で、アクセス許可 ( ACL ) を編集してください。が下の設定例では 、 Restricted Group のメ 
ンバーには foldeii は表示されませんが 、 Domain Users のメンバーには表示されます。 
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3.7.1. 6ぶ前空間サーバーの紹介の有効化.無効化 


f -% 

【注意】あ前空間サーバーの紹介を無効化するには、名前空間サーバーの 0 S が Windows Server 
2008または Windows Server 2008 R 2 である必要があります。 

V ■- - J 

を前空間サーバーになっているサーバーをメンテナンス等の巧由で停止する場合、事前に [ DFS 管ち里]画 
面から一時的にを前空間サーバーの紹介を無効に設定することができます。 

[ DFS の管ち里]画面で、下記の手順にて名前空間サーバーの紹介を無効にします。 

1. 左ツリーで、[を前空間]の配下の名前空間名を選択します。 

2. 中央画面の[を前空間サーバー]タブをクリックし、無効化したいを前空間サーバーを選択します。な 
お、[紹介状態]が"無謝’となっている場合は、既に無効化されています。 

3. 右画面の[を前空間サーバーを無効にする]をクリックします。 



有効化についても、上記の同様の手順で行ってください。 
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3.7.2 DFS レプリケーシヨン 

DFS レプリケーシヨンは、複数のサーバー間のフォルダーを双方向に複製•同巧するマルチマスタレプ 
リケーシヨンエンジンです。ある サーバー 上で生じたを更は、レプリケーシヨングループの他のすべて 
の サーバーに 複製されます。 

なお、 DFS レプリケーシヨンは、 DFS 名前空間とは独立して設定することができます。よって、 DFS を 
前空間に公開されていないフォルダーを複製することもできます。 
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3.7.2. 1 DFS レプリケーシヨンの注意事項 

-ウイルス巧策ソフトウェアベンダーに問い合わせて、使用するウイルス巧策ソフトウェアが DFS 
レプリケーシヨンをサポートしていることを必ず確認してください。 

DFS レプリケーシヨンと互換性がないウイルス巧策ソフトウェアを使用すると、様々な問題が発生 
する可能性があります。 

-ワークグループ環境では、 DFS レプリケーシヨンは設定できません。必ずドメインに参加した状態 
で操作してください。 

-レプリケートフォルダーは、 NTFS 上に作成する必要があります。 

• レ プリ ケートグループのメンバーサーバーは、 同じ フォレス ト内であれば同じ ドメイン 内でなくて 
も良いですが、異なる フォレストのサーバーを 設定することはできません。 

-ハードリンクとリパースポイントは複製されません。 

• データベース ファイル のように継続的にオープンされ続けて いるファイルは 複製されません。 ファ 
イルが クローズ された後に複製が開始されます。 

• 斤方向の複製はサポートしておりません。なお、 Windows Server 2008 R 2 では読み取り専用レプ 
リケーシヨンフォルダーを利用することができます。 

-同時に（または短時間内に)、複製されている複数サーバー上の同じファイルに更新処理を行なう運 
用は避けてください。そのような運用では、サーバー間のレプリケーシヨン時に競合が発生し、最 
も新しい更新な外は破棄されます。この動作は マルチマスタ レプリケーシヨンを行なう DFS レ プリ 
ケーシヨンの仕様の動作となりますが、更新が破棄されたプログラム（または利用を）の観点では、 
意図しないファイル破損に見えることがあります。 

-クォータやファイルスクリーンとの共存は可能ですが、な下を注意してください。 

. レプリケートフォルダーにある DfsrPrivate 隠しフォルダーは、クォータやファイルスク 
リーンの影響を受けないようにしてください。 

. ファイルスクリーンを有効にする前に、すべての レ プリケートフォルダー上にスクリーン 

されるファイルが存在しないことを確認してください。 

- クォータを有効にする前に、クォータを超過したフォルダーがないことを確認してくださ 

い。 

- レプリケートによってクォータを超過すると複製が失敗し、その後継続的に複製をリトラ 
イするために、システムの性能に問題が発生します。 

-ページファイルは複製しないように注意してください。 

• Encryptina File System ( EFS ) で暗号化されたフアイルは複製できません。 


202 




iStorage NS の共有領域を管理する 


ドメインコントローラが Windows Server 2003な 前の OS の 場合、 DFS レ プリ ケーシヨンを 設 
をする前に、 ドメインコントローラの Active Directory スキーマを 更新する必要があります。 
Windows Server 2003 R 2 インストール CD を巧って、スキーマ 操作 マスター 上で 「 adprep.exe 
/ forestprepj を 実行してください。なお、上記実行後、 iStorage NS での DFS レ プリ ケーシヨン 設定 
時に、 スキーマ 関連の エラーが 表示される場合は、 ドメインコントローラ、レ プリ ケーシヨンを 行 
うメ ンバーサーバーの 順に再起動を行い、数分置いた後で、再を レ プリ ケーシヨンを 設定してくだ 
さい。 

読み取り専用のレプリケーシヨンフォルダーを利用する場合は、 Windows Server 2008 な降のス 
キーマが必要となります。また、読み取り専用に設定する操作は、 Windows Server 2008 R 2 な降 
の [DFS の管理]画面から行う必要があります。 

新規レプリケーシヨングループの初期レプリケーシヨンの際、プライマリメンバー上のファイルは 
化のメンバーサーバー上のファイルよりも優先されます。初期レプリケーシヨン時にプライマリメ 
ンバーな外のメンバーサーバーにファイルが存在すると、予期しないファイル消失が発生すること 
がありますので、あらかじめ別フォルダーに移動しておく等の処置が必要です。 

読み取り専用のレプリケートフォルダーを有効にすると、全てのファイルの書き込みオープンおよ 
び新規作成の操作が監視されます。このため、ファイルサーバーの性能がほ下する可能性がありま 
す。 
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3.7.2.2 レプリケーシヨングループの新規作成 

1. 管理者メニューの [ DFS の管理]をクリックします。 




全が 

留 

A 


エクスブロー ラー 

コマンドブロンブト 

ペイント 

メモ植 

コンビューターのち巧 

システム 

Windows ヘルブとヴボート 


エクスブローラーを起助!でぎます。 

コマンドブロンブトを起勒)できます。 
ペイントを超動でぎます。 

メモ帳をお勒)できます。 

コンビューターの管5まを起勒できます。 
コンビューターのブロバティを巧詔でぎます。 
Windows ヘル ブとヴボートをおお]できます。 



おちと記憤巧のを巧 

ns マネージャー 

NFS 巧ヴービス 

ADSIX ディター 

ファイルサーバーリソースマ4ージヤ 

インデックスのオブシ3ン 


Pdfs のを理 I 

巧91のを巧 


SMB 共有、 NFS 共有ぞ f 理できます。 

HTTP 共有/ FTP みちを管5まできます。 

NFS ヴーパーを管理でぎます。 

NFS の] D マソビングを確詔できます。 

言を憶おの容を制限、化張モ制限、巧用げ況確認等がでぎま 
す。 

ファイル巧索を商速化するためのインデックスを管理できます。 
好おファイルシステムを管理できます。 

ブリントヴーパーを菅巧でぎます。 


2. [DFS の 管理] の 左 ツリーの [レプリケーシ ヨン] をクリックします。右画面の[新しいレプリケーシ 
ョン グループ] をクリックします。 
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3. [新しい レ プリケーシヨング ループウイザード] が起動します。作成する レ プリケーシヨング ループ 
の種類を選択し [次へ] ボタンをクリックします。ここでは 帆 用 レ プリケーシヨング ループ] につ 
いて説明します。 
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4. [名 I 前およびドメイン]の画面に切り替わります。[レプリケーシヨングループの名前]を入力し、[次 
へ]ボタンをタリックしまず。 
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5. [レプリケーシヨングループのメンバー]画面に切り替わります。植力日]ボタンをクリックし、レプ 
リケーシヨングループのメンバーとなる2台な上のサーバーを追加します。 
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6. ナーバーが2台な上追加されたことを確認し、[次へ]ボタンをクリックします。 



[サービスの 開始]画面が表示されることがあります。 この 画面はインストール直後の初回作成時などに表 
示されます。 [ OK ] をクリックし、サービスを開始します。 


サー e スの巧た 




おちしたサーバーのいくつかで、ウィザードのが了と同時(こ 
DFS レプリケーンヨンサーピスのげおびミ巧されます。該当す 
るサーバー上のサーむは実行中わよ U 自旣じ設定されます。 
サーバーの一匿をま示するけま mm を州ッルてください。 


詳を田⑩》」 


キサンセル J 
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7. [トポロジの選択]画面が表示されますので、トポロジを選択し、 [次へ] をクリックします。なお、 [ハ 
ブおよび スポーク] は、 サーバーが 3台な上の場合のみ選択できます。 

-[ハブ および スポーク] を選択した場合、手順8 レ、 ブ メンバー」 画面に進んでください。 

-[フル メッシュ] を選択した場合、手順10「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび 
帯が幅」画面に進んでください。 

-[トポロジなし]を選択した場合、手順11「プライマリメンバー」画面に進んでください。 
なお、[トポロジなし]を選択した場合、レプリケーシヨングループの作成完了後に別途トポ 
ロジを設定する必要があります。 



[トポロジなし]を選択した場合、下記の「警告」画面が表示されます。 [ OK ] ボタンをクリックした後、「プ 
ライマリメンバー」画面に進んでください。 


普告 



雜な鞋戲了したなで、カスタムトポ□ジ漏するまで、 W トション 


0K 
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8. "ハブおよびスポーク"を運択すると、下記の[ハブ メンバー] 画面に切り替わります。 

[スポークメンバー]欄より、ハブメンバーにするサーバーを選択し、阳カリボタンをクリックします。 
ハブメンバーを設定したら、[次へ]ボタンをクリックします。 
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9. [ハブ と スポークの 接続]画面に切り替わります。 ハブメンバーを 確認し、 [次へ]ボタンをクリック 
します。 
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10. [レプリ ケー シ ヨングループのスケジュール および帯域幅]画面に切り替わります。 [スケジュールの 
編集]ボタンをクリックすると、 [スケジュールの 編集]画面が表示されます。 スケジュールの 設定 
は、本書の [3.7.2.4 レプリ ケー シ ヨンの スケジュール 】 の手順2な降を参照してください。 
完了したら、 [次へ] ボタンをクリックします。 
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11. [プライマリメンバー]画面に切り替わります。プルダウンメニューからプライマリメンバーにする 
サーバーを選び、[次へ]ボタンをクリックします。 



r 


V 


【注意】プライマリメンバーの設定は、初巧レプリケーシヨン時のみ利用されます。初巧レプ 
リケーシヨンが完了後、プライマリメンバーと他のメンバーの区別はなくなります。 
新規レプリケーシヨングループの初巧レプリケーシヨンの際、プライマリメンバー上 
のファイルは他のメンバーサーバー上のファイルよりも優先されます。初巧レプリケ 
ーシヨン時にプライマリメンバーな外のメンバーサーバーにファイルが存在すると、 
予期しないファイル消失が発生することがありますので、あらかじめ別フォルダーに 
移動しておく等の処置が必要です。 


J 
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12. [レプリケートする フォルダー] 画面に切り替わります。帕加] ボタンを クリックして、プライマリ 
メ ンバーのフォルダーを 選択します。 
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13. [レプリケートするフォルダーを追力日]画面が表示されます。[レプリケートするフォルダーのローカ 
ルパス]を入力します。 



また、フォルダーの NTFS のアクセス許可を変更する場合は、上記の[アクセス許可]ボタンをクリックし 
てください。 
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[アクセス許可]ボタンをクリックした場合、下記の画面が表示されます。 



[カスタムのアクセス許可]を選択すると、[アクセス許可の編集]ボタンが有効になります。アクセス許可 
の設をが完了したら、 [ OK ] ボタンをクリックしてください。 
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14. [レプリケートする フォルダー] 画面に戻ります。[レプリケート フォルダー] 欄に設定した内容が表 
示されていることを確認し、 [次へ] ボタンをクリックします。 
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15. [他のメンバーによる"レプリケートフオルダー名"のローカルパス]画面に切り替わります。[メンバ 
' —の詳細]欄にメンノく ■ 一になっているサ'ーノく ■ 一名が表示されていることを確認します。[口 ■ —カルパ 
ス]が "< 未設定 >" になっているメンバーを選択し、[編集]ボタンをクリックしまず。 
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16. [編竭画面が表示されます。[メンノくーシップの状態]の拍劾]を選択し、[フォルダーのローカル 
パス]を入力しまず。このフォルダーを読み取り専用のレプリケートフォルダーにする場合は、禮 
択したレプリケートフォルダーをこのメンバーに対して読み取り専用にする]チェックボックスに 
チェックを入れます。設定が完了したら、 [ OK ] ボタンをクリックします。 
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17. [化のメンバー による" レ プリ ケートフォルダーを"のローカルパス] 画面に戻り、 [メンバーの 詳細] 
欄に ローカルパスが 表示され、 [メンバーシップの 状態 1が "有効"になって いる ことを確認します。 



[ローカル パス]欄が "< 未設定 >" になっている化の全てのメンバーについても、同様に ローカル パスを設 
定後、[次へ]ボタンをクリックします。 
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18. [設定の確認およびレプリケーシヨングループの作成]画面に切り替わります。設定内容を確認し、 
[作成]ボタンをクリックします。 
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の5 

な . レブりケーシヨンヴループの巧ぶ 
@ ブンバーの巧が 

©レブ リケートフォルダーへのアウ t ス i 午巧の設定 
な レプリケートフォルトの做 
©メンバー シッブオブジ； t ウトの化成 
◎巧 続の巧が 

@ DFS レプリケーシヨンサーピスのがおを更巧し.. 


辣 


巧設 


の' 


スゎブ： 

レプリケーンヨンヴルづの瑕目 
る前もよけドタイン 

レプリケーンヨンヴルづのインパタスク I 王ラー I 

トポ□ジの进巧 

へつ 於パー 

n ブとスポ-ウの巧続 

レプリケーシヨンヴループのスケジ 
ユ-ルわよ U 帯が幅 

プライマリ火/バー 

レプリケートするフォルター 

他のタシバー(こちける 
DFStargetl の□一カルバス 

設ミの鹿5わよ U レプリかーシヨ 
ンクルづの化巧 

植5 


巧しいレプリケーションヴループウィザードを正冷(こ完了しました。 


も化る似 I 


19. [作烟ボタンをクリックすると、脾認]画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成され 
ます。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の全項目の状態が"成功"になります。[エラー]夕 
ブの画面には、レプリケーシヨングループの作成がエラーになった場合、詳細なエラー内容が表示 
されます。 


新しいレブリケーションヴループウィサード 


巧巧な巧の巧巧 
S S S ち S S 
^ 1.0 一 J 
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20. [閉じる]ボタンをクリックすると、下記の[レプリケーシヨンの遅翊画面が表示されます。 [ OK ] ボ 
タンをクリックして画面を閉じます。 


レブリケーン3シの巧さ 



レプリケーンヨンヴループの火/バ-により巧ぶび取得されるまで、レブリケーンヨンは開 
化されません。実階にかかる時間は 、 Active Directory ドメインサーピスレプリケーン 
ヨン待ち時間わよひ’ポ-リンク間隔によぶ S なります。 

厂 汝回からこの画面をま示しない(回 


21.[ DFS の管巧]画面に、作成したレプリケーシヨングループが表示されていることを確認してくださ 



DFS のち g 


つ ファイルの_棵巧 ( A ) _ま示( V )ウィンドウ(邮_ ヘル ブ ( H ) _ - I 百 I x | 

钟*巧圃 ISl 日 
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3.7.2.3 ぶ前空間での共有と公開 

DFS を前空間で公開されていないレプリケーシヨングループを DFS 名前空間に公開および共有する場合 
は、この操作を行います。 

1. 左ツリーより、共有を公開するレプリケーシヨングループをクリックします。中央画面で[レプリ 
ケートフォルダー]タブをクリックし、[公開の状態]が"未公賊’となっているエントリをクリックし 
ます。右画面の[を前空間での共有と公開]をクリックします。 
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2. 「レプリケートフォルダ ■ —の共有と公開ウイザード」が起動します。レプリケートフォルダ ■ —の公 

開ち法を選がします。 

• [レプリケートフォルダーをあ前空間で共有および公開する]:レプリケートフォルダーを共 
有し、 DFS を前空間にも公開します。 

• [レプリケートフォルダーを共有する]:レプリケートフォルダーを共有しますが、 DFS 名 
前空間には公開しません。 

いずれかを選択し、[次へ]ボタンをクリックします。 
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3. [レプリケートフォルダーの共有]画面に切り替わります。[詳細]欄の [アクション] 列を確認してく 
ださい。必要に応じて、[編集]ボタンをクリックして巧しい共有フォルダーをと共有フォルダーの 
アクセス 許可を変更および確認します。 
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4. [編集]ボタンをクリックすると、[共有の編集]画面が表示されます。[次の共有フォルダーを{ま用]の 
欄は[新規]が選択されていますので、共有フォルダー名を入力します。 


共ちの&集 


タン"一地: 


FILES VI 



レプリケートフオルタ’一の□一カルバス(の: 
| c ：¥ DFStarget¥DFbtarget 1 


放のみをフォルタ—をほ巧: 


f 巧紀(の： 

| DFStarget 1 


r - ゴ視日' 

1 

z\ 


巧しいみ有フォルターのアウ t ス許可： 

f すべてのユーザー: i 売み巧り専用のアウたス許可(か 

广 Adminis か ato に:フル アウセス;その化の ユーザー: 話み巧 
り専用のアウセス許可(の 

广 Administrators: フル ア化义その化の ユーザーまきを 
みのアウ t ス許可(姐） 

r すぺてのユーザー:カスタマイズされたアウたス i 午巧(ぶ 
7ウ忆ス許可の漏集(で…」 

0 K I キャンセル」 


[巧しい共有フォルダーのアクセス許可]は必要に応じて選択します。アクセス許可をカスタマイズするに 
は、[すべてのユーザー：カスタマイズされたアクセス許可]を選択し、[アクセス許可の編集]をクリック 
します。[共有のアクセス許可]画面が表示されますので、アクセス許可を編集してください。 

編集が終了したら [0 K ] ボタンをクリックします。「レプリケートフォルダーの共有」画面に戻ります。 
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5. [レプリケートフォルダーの共有]画面で欧へ]ボタンをクリックすると、[あ前空間のパス]画面に 
切り替わりますので、[参照]ボタンを押します。 

※この画面は、「公開ホを」で[レプリケートフォルダーをを前空間で共有および公開する]を選 
巧した場合に表示されます。[レプリケートフォルダーを共有する]を選択した場合は、手順8 
「設定の確認およびレプリケートフオルダーの作成」画面に切り替わります。 
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6. [名前空間の参照]画面の[名前空間]欄から名前空間を選択します。 



[新い、名前空間]ボタンをクリックして、新たに名前空間を作成することもできます。 
設定が終わったら [ OK ] ボタンをクリックして画面を閉じます。 
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7. [名 I 前空間のパス]画面に戻ります。[名前空間での親 フォルダー] の表示内容を確認してください。 
[次へ] ボタンをクリックします。 
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8. [設をの確認およびレプリケートフォルダーの共有]画面に切り替わります。設定内容を確認してく 
ださい。設定内容が正しい場合は、[共有]ボタンをクリックします。 
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9. [共有]ボタンをクリックすると、脾認]画面に切り替わり、レプリケートフォルダーが作成されま 
す。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。エラーが 
発生した場合は、[エラー]タブを確してください。 



帷認]画面の[閉じる]ボタンをクリックして、「レプリケートフォルダーの共有と公開ウイザード」 
画面を閉じます。 
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10. [ DFS の管理]画面の中央画面の[レプリケート フォルダー] タブの「公開のが態」が"夕前空間に公 
開"と表示されていることを確認します。（を前空間に公開した場合のみ表示されます。共有のみ作 
成の場合は表示がをわりません。） 
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3.7.2.4 レプリケーシヨンのスケジュール 

1. 左ツリーにて、スケジュールを編集するレプリケーシヨングループをクリックします。 
右画面で、[レプリケーシヨングループスケジュールの編集]をクリックします。 
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2. [スケジュールの編集]画面が表示されます。現在のスケジュールの設定状況が表示されます。度本 
スケジュ'—ル]のプルダウンメニュ ■ —からスケジュ'—ルを選択しまず。曜日と時間が表示されてい 
るマス目を選択するか、ドラッグして範囲指をします。[帯域幅使用率]のプルダウンメニューから 
回線状況に応じた帯域幅を選択するか、[レプリケーシヨンなし]を選択します。 



235 















iStorage NS の共有領域を管 S する 
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お加(の…」— 編集 ( E )— 」 削除(巧 I 

0 K I キサンセル I 

-- ん 

4. 設をが終わったら、 [ OK ] ボタンをクリックし、画面を閉じます。[スケジュールの編集]画面に戻り、 
設を内容を確認します。 

5. [ OK ] ボタンをクリックして、[スケジュールの編集]画面を閉じます。 


«詳も田(岛 


3. [詳細]ボタンをクリックすると、スケジュールの詳細が一覧表示されます。設化内容を編集および 
確認してください。なお、[追加]ボタンまたは[編集]ボタンをクリックすると、15分単位でスケ 
ジュールの設をが可能です。 


田! スケ 5ユールの€ 集 


き本スケジュール域 I 受间叫於バーの□一カルタイム 
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3.7.2.5 今すぐレプリケート 

下記の手順にて、レプリケーシヨンスケジュールを無視して、強制的にすぐにレプリケートを開始するこ 
とができます。 

1. 左ツリーから、レプリケーシヨングループを選択し、中央画面の[接綺タブをクリックします。 

2. [接綺タブにてメンバーをクリックし、右画面の[今すぐレプリケート]をクリックします。 
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3. [今すぐレプリケート]画面が表示されます。[スケジュールよりも優先する]を選択し、[継続時間]と 
[帯域幅使用率]を選択して [0 K ] ボタンを押します。 



4. 下記の画面が表示されるので、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


スケク ユールが 正巧じ上まきされました 


巧 



遽巧した掉病のレプリケーンヨンスケジュールが上まきされました。 


.り.に 
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3.7.2. 6 読み取り専用のレプリケートフォルダー 


【を意】 




読み取り専用のレプリケートフオルダーを利用する場合は 、 Windows Server 2008 
な降の スキーマが 必要となります。また 、 Windows Server 2008 R 2 な降の [ DFS の 

管理]から操作する必要があります。 


f 

【を意】 


V 


読み取り専用のレプリケートフォルダーを有効にすると、全てのファイルの書き込 
みオープンおよび新規作成の操作が監視されます。このため、ファイルサーバーの 
性能が低下する可能性があります。 

J 


下記の手順で、既存のレプリケートフォルダーを読み取り専用に設定します。 

1. 左ツリーにてレプリケーシヨングループをクリックします。中央画面の[メンバーシッスタブをク 
リックし、読み取り専用に変更するメンバーサーバーを選択します。右画面で[読み取り専用にする] 
をクリックします。 



なお、トポロジが [ハブ および スポーク] の場合、ハブメンバーは読み取り専用にすることはできませ 
ん。 
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2. 中央画面の [メンバーシップ のが態] が "有劾"から"有劾(読み取り専用)"に変わったことを確認 
します。 



読み取り専用から読み書き可能に戻す場合は、右画面の[読み取り-書き込みに設定する]をクリックして 
ください。 
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3.7.2.7 診断レポートの作成 

1. 左ツリーにて、診胁レポートを作成するレプリケーシヨンダループをクリックします。 
右画面にて、[診断レポートの作成]をクリックします。 
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2. [彰昕 レポート または テストの 種類] の 画面が表示されます。 [が 態 レポート]、 [伝達 テスト]、 [伝達 
レポート] から1つ選択します。 な 降、[状態 レポート] の実行例を記述します。 
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3. [レポートのパス] と [レポート勾 に既定の値が設定されています。必要に応じて変更して [次へ] 
ボタンをクリックします。 
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4. [含めるメンバー]画面に切り替わります。[含めるメンバー]欄にメンバーサーバーをが表示されま 
す。除外するメンバーがある場合は、メンバーサーバー名を選択し、[削除]ボタンをクリックしま 
す。[次へ]ボタンをクリックします。 
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5. [オプション] 画面に切り替わります。[ウィザードでバックログ ファイル 数を計算しますか？]では、 
. はい、 この レポートでバックログ ファイル 数を計算します 
. いいえ、 この レポートでバックログ ファイル 数を計算しません 
のいずれかを選択してください。 

[メンバーごとにレプリケートファイル数とそれぞれのサイズを計算]は必要に応じてチ卫ックを入れ 
ます。[次へ]ボタンをクリックします。 
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6. [設定の確認およびレポートの作成]画面に切り替わります。設定内容を確認し、[作成]ボタンをク 
リックします。 



f - \ 

【注意】診断レポートが エラーに なった場合、 陥認] 画面に切り替わります。 [タスク] タブの画 
面の 巧 目に 「 X 」マークが 表示されます。 [エラー] タブの画面には、詳細な エラー内容 
が表示されます。内容を確認の上、設定を見直し、再を作成してください。 

[正常に完了したウイザードを閉じる]のチェックを外すと、彰断レポートが正常に作成 
された場合でも、帷認]画面が表示されます。 

V_ J 
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7. 初回実行時には、 K 下のような Internet Explorer の画面が表示されまず。[追加]ボタンをクリック 
します。 


Internet Explorer 


© 下にま示されている Web サイトのコンテンツは、 Internet | 戸印..スい、 — ~ 1 

Explorer t キュリティな化の巧麻こよってブ□ッウされていま 閉じる似 I 

aboutinternet 

[7 Web サイ!'の]ンテンツげブ□ッウされる時は、このメッ t ージをき示するめ） 

Internet ExDjorer わキ ~i りティ弓が卜.の巧がの詳を m ホホ志します。 


この Web サイトが言巧している巧合、信瓶ちみサイトの y - シにお加 
すると、ほいレベルの t キュリティでサイトを実巧できます。この Web サイ 
卜が□—カルイントラネットじある巧合、へ!けの i が月をを賜して、□-力 
ルイントラネットのリ-ンにサイトを适加してください。 


胤 D(A)'. 


シテンツはほいレペルの t をユリテイで実巧されます 0 これは Internet Explorer などのすべて 
のアブリケーン3ンじを S します。 


[信頼済みサイト]画面にて、[追加]ボタンをクリックし[閉じる]ボタンをクリックします。 
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8. [DFS レ プリケー シヨンの 状態 レポート] が表示されます。 



248 























iStorage NS の共有領域を管 S する 


3.7.2.8 競合発生時の挙動 

複数のサーバーで同時にファイルが更新されると、競合が発生します。 

DFS レプリケーシヨンは、競合を解みするために、な下のような処モ里を行ないます。 

• ファイル内容の競合の場合：最後の更新を優先し、それな外の更新は不採用にします。 

• ぶ前の競合の場合：最初の更新が優先され、それな外は不探用にします。 

競合の解巧の結果、不採用になったファイルやフォルダーは、レプリケートフォルダーの配下に存在する 
『 DfsrPrivate ¥ ConflictAndDeleted 』 フォルダーに移動されます。 

なお、 『 DfsrPrivate ¥ ConflictAndDeleted 』 フォルダーにファイルが移動するときにファイルをが変更されま 
す。元のファイル名!との対■応は、 『 DfsrPrivate ¥ ConflictAndDeletedManifest . xml 』 ファイルに記録されてい 
ます。 

f \ 

【注意】 DFS レプリケーシヨンが自動的に行なう競合の解かは、不採用になった更新の実行をの 
観点からは予期しないファイル破損と解釈される可能性があります。 

よって 、 DFS レ プリケー シヨンを 利用する際は、競合が発生しないように運用で回避す 
る必要があります。 レ プリケー シヨン フォルダーを提供するサーバーが Windows 
Server 2008 R 2 の場合は、読み取り専用の レ プリケー シヨン フォルダーを利用すること 
で回避することもできます。 

V J 

f \ 

【注意】レプリケートフォルダーの配下の 『 DfsrPrivate 』 フォルダーは隠しフォルダーになって 
いるため、エクスプロ ■ — ラ ーの表示設定によってはファイルー覧に表示されません。 

また、 『 ConflictandDeleted 』 フォルダーには、 Administrators ダループしか参照できない 
ACL が設定されています。 

V J 


/T -^ 

【注意 】 『ConflictAnd Deleted 』 フォルダー内に保持できるファイルサイズは、デフォルトで 
660 MB までになっています。ディスク使用量がこの値に近づくとに onflictAndDeleted 』 
フォルダー内のファイルは自動的に削除されます。 

V J 
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3.8 ディスクスペース を有効活用す る 


Single Instance Storage (S に）は同ーボリューム内に同じファイルが複数存在する場合、重權を排除し、サ 
ーバーの デイ スク 領域を節約します。 


r 


【注意】 


SIS を有効にすることで、 OS の機能やアプリケーションに影響が出る場合があり 
ます。幻 S をご利用になる場合は、化のソフトウェアとの複合的な動作確認を巧分 
に行った上で、使用してください。特にな下の注意が必要です。 

. ウイルス巧策ソフトウェア製品をご利用の場合、 S にに巧応していることをベ 
ンダーに確認してください。 

. バックアップソフトウェア製品をご利用の場合、 S にに巧応していることをベ 
ンダーに確認してください。 

- ディスククォータ機能とは併用できません。 

. ファイルサーバーリソースマネージャーのクォータ 機能とは併用できません。 


V 


J 


本章では S に の導入. 管 a について説明します。 

SIS の操作は、コマンドプロンプトから SISADMIN . EXE にて行います。 
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3.8.1S にの概要 

SIS ドライバに含まれている S に groveler はサーバー上の同ーボリュームで重複したファイルを檢出する 
と、元のファイルを SIS common store にコ ピーし、ファイルが元あった場所にはリンクファイル（リパ 
ースポイント）を残します。このリンクを S に リンクといいます 。 S に リンクには、元のファイルの現在 
の場所、サイズ、属性などの情報が格納されています。サーバーに重複ファイルが含まれる場合、これら 
の重複ファイルは SIS common store 内に 1 つのファイルとしてコピーされるため使用されるデイスク領 
域は少なくなります。 

SIS y ンクされているファイルを変更したり内容を置き換えたりした場合、そのファイルの S にリ ンクは 
削除されて S に common store 内から元のファイルにデータが書き戻されます。 


グ 




【補足】 S に common store は、 S に をインストールしたボリュームのルートフオルダーに作成 
される、システムのみがアクセスできる隠しフォルダーです。 


V 




SIS y ンクにはな下のような特徴があります。 


• S にリンクの対象は 32 KB が上のファイルです。 


• S に common store 内に保存されている重複ファイルは、そのファイルに対する最後の S に リンク 


が削除されるのと同時に削除されます。 
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3-8.2 S にの導入 


SIS を使用するためには、ボリューム毎に S にを導入する必要があります。 

ボリュームに S にを導入すると、ボリュームの直下に幻 S common store フォルダーが作成されます。 S に 
を導入したボリュームを S にボリュームと呼びます。 

なお、 S にを導入するためには亥ホ象ボリュームが NTFS ファイルシステムであること、システムボリュー 
ムが外のボリュームであることが必要となります。 


SIS に関するを種の諸元は下記のとおりです。 
これらの上限値を超えないように運用してください。 


項目 

上限値 

1ボリューム上の S にリンクの最大数 

2,240,000 

1ボリューム上のファイルの最大數 

5,600,000 

同時にアクセス可能な S にリンクの最大数 

35,000 

1つのファイルで重複可能な最大数 

10,000 

同時に S に化が可能なボリュームの最大数 

128 


グ 


V 






【注意】-一度 S にを導入したボリューム （ S にボリ 
方法は、フォーマットのみです。 


-ム）を完全な非幻 S ボリュ^ームに戾す 
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3.8.2.1 コマンドラインから S にを導入する手順 

ボリュームに S にを導入する手順をな下に記述します。 

1. 管 a 者メニューからコマンドプロンプトを起動します。 

2. " sisadmin/i <ボリュームを >" と入力して enter キーを押下します。これにより、ボリュームの直下 

に S に common store フォルダーが作成され、 S に aroveler も開始されます。 



3.8.2.2 Windows 画面から S 旧を導入する手順 

な下のように[共有と記憶域の管理]画面から実行します。 

1. 管ち里者メニューから[共有と記憶域の管理]を起動し、中央画面の[ボリューム]タブをクリックし 
ます。 S 旧を導入するボリュームを選択し、右画面の[プロパティ]をクリックします。 
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2. 下記のような [ボリュームのプロパティ] 画面が開きます。[詳細設旬タブにある[このボリューム 
で S 旧を有効にする]チェックボックスを有効にすることで、選択したボリュームに対し S 旧を導 
入することができます。 
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なお、下記の画面に記載がありますように、一旦 S 旧を有効にしたボリュームで、上記チェックボックス 
をはずすと、 groveler サービスが停止して重複の検出を行わなくなりますが、 S に化されたボリュームは元 
に戻らず、 S 旧リンクが通常ファイルに戻ることもありません。 
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3.8.3 S にボリュームに関する情報の表示 


Sisadmin . exe コマンドにて、 S 旧についてな下のような情報を表示させることができます。 

• S 旧が導入されているボリュームの一覧 

• S 旧が重複管 a しているファイルの一覧 

• S 旧使用量についての情報 


1)S 旧が導入されているボリュームー覧の表示 

1. 管巧者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. " sisadmin " と入力して enter キーを押下します。 コマンドの 説巧表示の後ろに、ボリュ 
が表示されます。 


回管理を：コマンドブ□ンブト 


F ：¥ data>sisadmin 

SISADMIN [/m く サーバー >] [コマンド] 


I-TdT 


X 


ちかなコ7ンド： 

/?化 

/i くボ U ューム> 


け [ボリューム] 

化[ボリ ューム] 

/r [ボリュ ーム] 
/e [ボ U ューム] 
化 [ボ U ューム] 
/v [ボリュ ーム] 
/I [ボリューム] 
た <ファイル> 

/u くポリ ューム> 


ほ用方;ちをま示します 

ボリュームに S にぞインストールします 

ボリュ ームで 巧に S にびほ巧されて L 1るち合は、ボリュームの 

巧巧のファイルとちか/黒巧のがおびな持されます 

ボリューム上の Growler サービスをフォアグラウンドモード 

に設ちします 

ボリ ューム 上の Grovel er サービスを バックヴラウンド モード 
に記定します 

フルスキャンぞ閲化します 

ボリューム上の Groveler サービスをちか I こして問化します 
ボリューム上の Grove ler サービスを巧止して®かにします 
ボリュームを9巧してを巧の S にのほ用げ;'兄を調べます 
S にによってまり抑!されたファイルを一度表示します 
S にファイルの'階卽ぞ表。します 

お定したポリューム上の Grove ler サービスを悟止して無か 
にし、そのボリューム上のすべての S にファイルを巧巧の 
ファイルにをみします 


[ボリューム]スペースで区切られたボ U ュームの一栏です （ e : f : s : q :)。 

ボリュームを}旨定しなし1巧合は、お定し t サー JV — のすベての 
S にボリュームで巧作ぴ実行されます。 

<ポリューム > スベースで区切られたポ U ュームの一栏:です （ e : f : s : q :)。 

かむくとも 1 つのボリュームぞおちするぶ要げあります。 

<ファイル> スベースで区切られたファイルの一臣です。 

をファイルの完全な口一カルバスを指ちしてください。 

An < サーバー> コ 7ンドを実けする サーバー を!旨定します。 

巧走しない巧合はローカルサーバーびほ用されます。 


SIS ポリコ 

. ームぞ一民ま示しています： 


おお 

モード 

ボ U ューム 

実仲 

バックグラウンド 

F ：¥ 

実行中 

フォアヴラウンド 

G ：¥ 


h ： ¥data>. 


ームー 
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なお、 S に化されたボリュームが無い場合は、一覧表示が下記のようになります。 



2) SIS がま複管理しているファイルー覧のま示 

1. 管理をメニューからコマンドプロンプトを起動します。 

2. "sisadmin/l <ボリュームを >" と入力して enter キーを押下します。 


区；]管理を：コマンドブ□ンブト 


H 回因 


F ： ¥data>sisadmin /L f ： 

ボ U ューム ’f:' 卜の S にに上ってま II 制され . たつァイんホー g ま元し T しはす。 
61232 fc9-d8e6-ne0-9618-6cf0494e3b95.sis <- f: が at がテストフ ァ イル 1 .txt 
61232 fc9-d8ee-11e0-9G18-Gcf0494e3b95.sis <- f:¥dat がテストフ ァ イル 2 .txt 

muj ない I 心よ;つしホリ1叫ヴす U こソアづル AP 不リューム\ T ； JD 一た。/ J 、 り夫しに〇 


田 


F ： ¥data>_ 


上記の例では、フォルダー 「 f:¥data 」 配下の 2 つのファイル「テストファイル 1 .txt 」 と「テストファイル 
2.txt 」 が、 S に Common Store 上の同一のファイルにリンクしていまず。 


3) SIS 使用量についての情報表示 

1. 管理者メニューからコマンドプロンプトを起動します。 

2. "sisadmin/v< ボリューム名 >" と入力して enter キーを押下します。 
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3.8.4 S にボリュームで groveler を有効/無効にする 

管理者 メニューの [共有と記憶也での管理]を操作し、ボリューム単位に groveler の有効/無効を設定できます 
が、 sisadmin コマンドを{まって groveler の有効/無効を設定できます。 

groveler は NTFS 上にある重複ファイルの検出、 S に Common Store へ登録を行いますので、 groveler を無 

効)にすることで新しい S に リンクが作成されなくなります。 

しかし、 groveler を無効にしてもすでに作成された S に リンクは保持され、アクセス可能です。 

I / O 負荷等の状況に応じて、有効/無効の切替えを行ってください。 

全ての S 旧 ボリュームをコマンドにより有効化.無効化する手順はな下の通りです。 

1) すべての SIS ボリュームで groveler を有巧にする 

1. 管理をメニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. "sisadmin /e" と入力して enter キーを押下します。 
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2) すべての S ほボリュームで groveler を無効にする 

1. 管理者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. "sisadmin /d" と入力して enter キーを押下します。 



/r 




【注意】 これらの操作では、 S にを導入していないボリュームに自動的に幻 S が導入されるこ 
とはありません。 
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3.8.5 フォアグラウンドモード/バックグラウンドモードの切替え 

システムの負荷が高くないときに groveler を動作させるモードを「バックグラウンドモード」といいます。 
これに巧し、 groveler を最大のパフォーマンスで動作させるモードを「フォアグラウンドモード」といい 
ます。 I / O 負荷等の状況に応じてモードの切替えを行ってください。 

ボリュームに S にを導入した直後はバックグラウンドモードです。 

モードの切換え手順はな下の通りです。 


1 ) フォアグラウンドモードに設定する 

1. 管理をメニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. " sisadmin け <ボリュームぶ >" と入力して enter キーを押下します。 


医!;!官理者：コマンドブ□ンブト 


目回口 I 


C：¥>sisadinin /f f : 

ボリューム ' f :' 上の Groveler クービスをフォアヴラウンドモードに設定しています。 


C :¥>. 


2) バックグラウンドモードに設定する 

1. 管理をメニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. " sisadmin 化 <ボリュームを >" と入力して enter キーを押下します。 



260 















iStorage NS の共有領域を管 S する 


3.8.6 S に化されたファイルを通常ファイルに戻す 


【注意】 ウイルス巧策ソフトウェアが動作している環境で本操作を行った場合、ファイルが 

破損することがありますので、この操作を行なう前に必ずウイルス巧策ソフトウェ 
アを無効にしてください。 


SIS 化されたファイルを通常ファイルのが態に戻すには、ボリューム単位で実行する必要があります。特 
定のファイルだけを通常ファイル状態に戻すことはできません。 

な下の手順で、指定したボリューム上の全 S 旧リンクの非 S 旧化を行います。 


1. 管 a 者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. "sisadmin /U <ボリュームあ >"と入力して enter キーを押下します。 



/ , \ 

【注息】 . この操作ではドフイブのルートフォルダー直下に存在する S に common store フォ 

ルダーは削除されません。 

-ボリューム容量に+分な空きがない場合、通常ファイルへのを換が失敗します。本 
書の 【 3.8.3 S にボリュームに関する情報の 表示 】を参照し、復元するための空き容 
量を確保してください。 

V _ J 
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3.8.7 S にの注意事項-制限事項 

SIS は機密データには使用しないでください。な下のマイクロソフト社のサポート技術情報を参照 
してください。 

Administrators implementing Single Instance Storage (SIS) with sensitive data should not share 
folders on a volume with other authenticated users that might try to determine the sensitive 
information 


http://support.microsoft.com/kb/ 969199 (2013 年 1 月 1S 日現在) 


• S 旧化されないファイルが存在します。 

暗号化 ファイルシステム作 FS) で 暗号化 されたファイルやスパースファイルは、 S にの対象外です。 

• ドライブレターの変更後に Groveler サービスがボリュームを認識できない場合があります。 

S にが有効に なって いる ボリュームの ドライブ レターを を更すると、 Groveler サービスはその 新し 
い設ををすぐには認識できない場合があります。 この 問題を修正するには、ドライブ レターの 変更 
後に sisadmin.exe /I コマンドを巧用してください。 
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